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�
月　

日
�
に
開
会
し
た
平

��

成　

年
�
月
新
見
市
議
会
定
例

��
会
の
冒
頭
で
、石
垣
市
長
は「
新

年
度
に
お
い
て
も
最
優
先
課
題

で
あ
る
経
済
雇
用
対
策
を
は
じ

め
、
子
育
て
支
援
、
医
療
・
福

祉
の
充
実
、
教
育
環
境
の
整
備
、

地
域
交
通
の
充
実
、
産
業
・
観

光
の
振
興
等
に
重
点
を
置
き
、

『
豊
か
さ
の
実
感
安
全
・
快
適
・

情
報
文
化
都
市　

に
い
み
』
の

実
現
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
「
引

き
続
き
持
続
可
能
で
安
定
的
な

行
財
政
運
営
を
確
立
し
て
い
く

と
と
も
に
、
分
権
型
社
会
の
実

現
を
図
る
た
め
、
権
限
移
譲
等

も
強
く
働
き
か
け
て
い
く
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
当

��

初
予
算
は
、
前
年
度
当
初
予
算

に
比
べ
て
� .
�
％
減
の
�
�

�
億
� ,
�
�
�
万
円
と
し
て

い
ま
す
。
主
な
事
業
は
次
の
と

お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�「
自
主
防
災
組
織
支
援
事
業
補
助
金
」

　

自
主
防
災
組
織
が
行
う
防
災
訓
練
、
防
災

資
機
材
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

�「
小
型
廃
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
」

　

使
用
済
み
小
型
家
電
製
品
の
回
収
を
通
じ

た
レ
ア
メ
タ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み

ま
す
。

�「
防
犯
灯
設
置
補
助
金
」

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
防
犯
灯
設
置
に
対
す
る
補
助
を

上
乗
せ
し
ま
す
。

�「
防
災
拠
点
施
設
受
電
設
備
整
等
備
事
業
」

　

市
役
所
本
庁
・
消
防
本
部
な
ど
に
非
常
用

発
電
機
等
を
整
備
し
、
災
害
対
応
拠
点
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�「
不
育
治
療
支
援
事
業
補
助
金
」

　

こ
れ
ま
で
の
不
妊
治
療
対
策
に
加
え
て
新

た
に
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
不
育
治

療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

�「
幼
稚
園
耐
震
診
断
事
業
」

　

新
見
幼
稚
園
の
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

�「
熊
谷
認
定
こ
ど
も
園
建
設
事
業
」

　

市
内
で
�
番
目
と
な
る
認
定
こ
ど
も
園
建

設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�「
第
９
回
ア
ジ
ア
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
開
催
地
負
担
金
」

　
　

月
に
本
市
で
開
催
さ
れ
る
開
催
経
費
の

��一
部
の
負
担
を
行
い
ま
す
。

�「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
開
設
・
運
営
事
業
」

　

市
内
の
空
き
家
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
か

ら
入
居
決
定
ま
で
を
支
援
し
ま
す
。

�「
文
化
交
流
館
主
催
事
業
」

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
公
演
や
ピ
ア
ノ
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
を
開
催
し
、
芸
術
や
文
化
の

振
興
を
図
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	
��
��
�

�「
Ａ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
開
催
事
業
」

　

昨
年
の
Ａ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、
本
市
が
誇
る
Ａ
級
食
材
を
全
国
に
情

報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
観
光
客
の
増
加
を

図
り
ま
す
。

�「
青
年
就
農
給
付
金
」

　

青
年
の
就
農
意
欲
の
噴
気
と
就
農
後
の
定

着
を
図
る
た
め
、
就
農
直
後
の
所
得
を
確

保
す
る
た
め
の
給
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

�「
新
見
の
森
と
匠
を
活
か
す
家
づ
く
り
支

援
事
業
補
助
金
」

　

木
造
専
用
住
宅
の
新
築
に
加
え
、
新
た
に

新
見
産
材
を
使
用
し
た
増
築
に
対
す
る
補

助
を
行
い
ま
す
。

A級グルメフェア
（写真は昨年の様子）

平成��年度

クラシックバレエ公演
　写真は平成２１年に開催した
　「くるみ割り人形」の様子

平成２５年４月の開園をめざす
熊谷認定こども園

（ ）
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　市税は、税制改正などによる個人・法人市民税の増収が見
込まれるものの、固定資産税において、評価替えに伴う土地・
家屋の減収が見込まれるため３２億１，０００万円、地方交付税に
ついては、平成２２年度に実施された国勢調査の結果に基づ
く人口減少等を考慮し１２５億２，０００万円、国庫支出金は、子ど
も手当給付費負担金など１１億８，６５５万円、県支出金は、障害
者自立支援給付費負担金など８億６，２３３万円、市債は、ごみ焼
却施設整備事業や新見公立大学本館・体育館整備事業など
により２８億３，９２０万円、また、財政調整基金などからの繰入金
に４億９，１２１万円などを計上しています。�

　防災拠点施設への自家発電設備等の整備や一般的な行政
事務管理など総務費に２６億７，０３１万円、認定こども園の建設
をはじめとする福祉施策や医療の公費負担経費など民生費
に４８億１，０８４万円、母子保健やごみ・し尿処理の経費、ごみ焼
却施設整備事業など衛生費に２０億３０９万円、農業・畜産業・林
業振興など農林水産業費に７億５，７７７万円、商工業・観光振興
や中小企業支援など商工費に１億９，８８６万円、道路橋りょうの
維持や改良など土木費に２３億７，３６５万円、学校教育や社会教
育のための経費、新見公立大学本館・体育館整備事業など教
育費に２６億９，３７４万円などを計上しています。�

44億4,560万円�
（19.7％）�

181億596万円�
（80.3％）�

自主財源�

市税 �
32億1,000万円�
（14.2％）�

地方交付税 �
125億2,000万円（55.5％）�

交通安全対策特別交付金 900万円（0.0％）�

分担金および負担金 �
1億4,466万円（0.6％）�
使用料および手数料 �
2億2,150万円（1.0％）�
財産収入 9,990万円（0.4％）�
寄附金  237万円（0.0％）�
繰入金 4億9,121万円（2.2％）�
繰越金 1億円（0.5％）�
諸収入 1億7,596万円（0.8％）�

依存財源�

地方譲与税 2億9,000万円（1.3％）�
�

議会費 2億2,024万円（1.0％）�
�

予備費 7,000万円（0.3％）�
�
諸支出金 �
5億4,534万円（2.4％）�
�

総務費 26億7,031万円（11.8％）�
�

衛生費 20億309万円（8.9％）�
�

労働費 �
4,444万円（0.2％）�
�

農林水産業費 �
7億5,777万円（3.4％）�
�

商工費 1億9,886万円（0.9％）�
�

消防費 �
8億8,023万円（3.9％）�
�

災害復旧費 �
3,973万円（0.2％）�
�

公債費 �
52億4,332万円�
（23.3％）�
�

教育費 26億9,374万円（11.9％）�
�

民生費 �
48億1,084万円�
（21.3％）�
�

利子割交付金 1,150万円（0.1％）�
配当割交付金 700万円（0.0％）�
株式等譲渡所得割交付金�
230万円（0.0％）�
地方消費税交付金�
3億260万円（1.4％）�
自動車取得税交付金�
4,760万円（0.2％）�
地方特例交付金�
2,788万円（0.1％）�

市債 �
28億3,920万円（12.6％）�

県支出金 8億6,233万円（3.8％）�

国庫支出金 11億8,655万円（5.3％）�

歳入�

歳出�

土木費 23億7,365万円（10.5％）�
�

��
平
成�

年
度

��

　ヨーロッパの政府債務危機やデフレの進行な
どにより、景気の先行きは依然として不透明な状
況です。特に地方経済の活力低下は楽観視でき
ない状況が続いている中において、引き続き効
率的な行政運営を徹底して財政基盤の強化を
図ることが必要です。
　平成２４年度の一般会計当初予算は、最優先課
題である「経済雇用対策」をはじめ、「子育て支
援」や「医療・福祉の充実」、「教育環境の整備」、
「地域交通の充実」、「産業・観光の振興」などの
施策に重点を置き、編成しています。

当初予算総額

���������������
����������������	����
����������������	����

��年度予算額会計名

�億�,���万円診療所特別会計

��億�,���万円国民健康保険特別会計

��億�,���万円介護保険特別会計

�億�,���万円後期高齢者医療特別会計

�億 ���万円簡易水道事業特別会計

��億�,���万円下水道事業特別会計

�,���万円観光事業特別会計

���万円豊永財産区特別会計

���万円萬歳財産区特別会計

�億�,���万円農業共済事業特別会計

�億�,���万円水道事業会計

�����������特別会計合計

特別会計の予算額

一般会計の予算額
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■
事
業
の
実
施
期
間

　
　

平
成　

年
�
月
�
日
�
〜
平
成　

年

��

��

�
月　

日
�

��

■
対
象
団
体

　
　

活
動
拠
点
が
市
内
に
あ
る
次
の
団
体

　

が
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

�
地
区
住
民
の
多
く
が
参
画
す
る
組
織
で
、

規
約
、
会
計
お
よ
び
年
間
事
業
計
画
な

ど
を
持
っ
て
地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
団
体

�
地
区
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す

る
行
政
地
区
な
ど
の
小
規
模
な
団
体
や

実
行
委
員
会
な
ど
の
任
意
組
織

�
��

�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
市
内
全
域
を
対
象
と
し
た
各
種
地
域
づ

く
り
事
業
を
実
施
す
る
団
体
で
、
本
市

の
活
性
化
や
地
域
振
興
の
た
め
に
、
多

く
の
市
民
が
参
画
し
活
動
し
て
い
る
組

織
■
対
象
事
業

　

〈
図
�
〉
に
示
す
事
業
の
う
ち
、
補
助
対

象
事
業
費
１
万
円
以
上
の
も
の
を
対
象

と
し
ま
す
。

■
補
助
の
対
象
に
な
ら
な
い
事
業

　
　

次
に
掲
げ
る
事
業
は
補
助
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

�
行
政
機
関
か
ら
他
の
補
助
金
な
ど
を
受

け
る
事
業

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
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�


�

概要事業名
公共施設や道路、河川などの清掃、植栽・植樹など、住みよいまちづくりにつながる事業①生活環境保全事業

希少動植物保護のための環境整備や勉強会など、環境に配慮したまちづくりにつながる事業②自然保護活動事業

地区間・世代間の交流を目的としたもので、地域や本市の特色を活かしたイベント・レク
リエーションを実施する事業

③交流イベント・レクリ
エーション実施事業

地区外および市外から多くの集客が見込め、地域や市のＰＲ、イメージアップにつながる
イベントなどを実施する事業

④スペシャルイベント
　事業

子どもの見守り活動や防災訓練の実施など、安全・安心のまちづくりにつながる事業
⑤安全・安心と
　防災のまちづくり事業

健康教室やウォーキング大会の実施、介護予防活動など、市民の健康増進につながるまち
づくり事業

⑥健康増進事業

安否確認などを含めた独居老人宅の訪問活動など、地域の社会福祉につながるまちづくり
事業

⑦社会福祉活動事業

史跡などの環境整備や歴史めぐりツアー、祭りの開催など、地域の歴史・文化の保存継承
につながるまちづくり事業

⑧地域の歴史・文化の
　保存継承事業

子どもやお年寄りなどが気軽に集まり交流を図ることができる、または地域づくりに携わ
る人々がその活動にあたり拠点として利用することができるような空き家や空き店舗など
を活用した居場所づくりを行う事業（施設整備などは除く）

⑨地域の拠点づくり
　事業

昔ながらの農作業体験や耕作放棄地などを利活用した活動など、農業を通じ、世代や地域
を越えた交流促進を図るために行われる事業（ただし、農作物の生産に特化したもの、お
よび特定の者が収益を上げることとなるような事業を除く）

⑩農業を通した
　地域振興事業

地域内の住民の多くが参加して行われる教育に関する講演会の開催や生涯学習の一環として
取り組む事業の実施などにより、地域全体の学習意欲の向上などが見込める事業（ただし、
趣味のサークルや特定の参加者などが楽しむことを目的として行われる事業を除く）

⑪教育・生涯学習
　実践事業

地域活動や実施事業の紹介などを行う広報紙やチラシの作成など、市内外を問わず広く一
般に広報を行う事業

⑫広報活動事業

上記以外の事業で、市長が特に認めた事業
⑬その他地域づくりに
　つながる事業

〈図１〉補助対象事業
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�
宗
教
ま
た
は
政
治
活
動
を
目
的
と
す
る

事
業

�
親
睦
の
み
を
目
的
と
し
た
視
察
や
交
流

会
な
ど
の
事
業

�
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業

�
公
序
良
俗
に
反
す
る
事
業

�
特
定
の
個
人
や
団
体
の
み
が
利
益
を
受

け
る
事
業

�
施
設
な
ど
の
整
備
、
修
繕
な
ど
を
目
的

と
し
た
事
業

�
そ
の
他
補
助
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い

と
認
め
ら
れ
る
事
業

■
対
象
経
費

　
　

事
業
の
実
施
に
直
接
必
要
と
な
る
経

費
で
〈
図
�
〉
に
示
す
も
の
。

■
補
助
の
対
象
に
な
ら
な
い
経
費

�
団
体
の
構
成
員
お
よ
び
事
業
実
施
主
体

の
人
員
に
対
す
る
人
件
費
、
旅
費
お
よ

び
謝
礼

�
施
設
、
設
備
な
ど
の
維
持
管
理
費
お
よ

び
団
体
の
経
常
的
な
運
営
費

�
用
地
取
得
費
お
よ
び
工
事
請
負
費

�
備
品
購
入
費

�
食
糧
費
（
た
だ
し
〈
図
�
〉
に
示
す
も

の
は
除
く
）

�
領
収
書
な
ど
に
よ
り
団
体
が
支
払
っ
た

こ
と
が
明
確
に
確
認
で
き
な
い
経
費

�
そ
の
他
事
業
の
実
施
に
直
接
必
要
と
認

め
ら
れ
な
い
経
費
、
ま
た
は
社
会
通
念

上
適
切
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
経
費

■
補
助
率
と
補
助
限
度
額

　
　

補
助
率
は
、
補
助
対
象
経
費
の
�
分

の
�
以
内
と
し
、
補
助
限
度
額
は
次
の

と
お
り
で
す
。

�
〈
図
�
〉
の
う
ち
③
、
④
に
該
当
す
る

事
業
・
・
・　

万
円

��

�
複
数
の
地
域
が
協
働
で
実
施
す
る
場

合
・
・
・　

万
円

��

�
そ
れ
以
外
・
・
・　

万
円

��

※
た
だ
し
前
年
度
と
同
じ
内
容
で
本
年
度
も

事
業
実
施
す
る
場
合
、
前
年
度
補
助
金
額

の　

分
の
９
以
内
の
額
が
補
助
限
度
額
と

１０
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
申
請
方
法

　
　

指
定
す
る
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
本
庁
企
画
政

策
課
、
各
支
局
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ

ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
請
受
付
期
間

　
　

平
成　

年
�
月
�
日
�
〜
平
成　

年

��

��

�
月　

日
�

��

※
必
ず
事
業
を
実
施
す
る
前
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

■
審
査
お
よ
び
交
付
決
定

　
　

提
出
さ
れ
た
申
請
書
は
、
地
域
審
議

会
の
委
員
で
構
成
さ
れ
た
審
査
会
で
審

査
し
ま
す
。
審
査
が
終
わ
り
次
第
、
交

付
の
決
定
を
通
知
し
ま
す
。

　

※
そ
の
他
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
も

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
政
策
係（
�
�
�
�
�
�
）

経費内訳費目

作業員、警備員などの賃金（団体の構成員などに支払うものは除く）賃金

各種謝礼、講師などへの謝金、賞品代報償費

講師などの旅費旅費

消耗品費、印刷製本費、燃料費、光熱水費、食糧費（事業の実施に
直接必要となる会議や奉仕活動として行われる事業の茶代に限る）

需用費

通信運搬費、広告費、各種手数料、ボランティア保険料など役務費

事業に直接必要な作業・業務など委託料委託料

会場使用料、機械器具などの賃借料、自動車借上料使用料および賃借料

会場設営資材など購入費、苗木など購入費原材料費

上記以外で特に市長が認める経費その他

〈図２〉補助対象経費

三室峡シャクナゲ祭りの様子

にいみ雛まつりの様子

平成２３年度に実施した事業



�����������
���������

■
問
い
合
わ
せ
先　
　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
福
祉
係
（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
�
�
�

　
　

父
ま
た
は
母
の
い
な
い　

歳
未
満
の

��

児
童
を
監
護
し
て
い
る
親
な
ど
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。）

　
　

な
お
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な

ど
公
的
年
金
を
受
給
中
の
人
は
該
当

に
な
り
ま
せ
ん
。

※
監
護
と
は
、子
ど
も
を
監
督
・
保
護
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
　

新
見
市
に
住
所
の
あ
る
母
が
新
生

児
を
出
産
し
、
引
き
続
き
新
見
市
民

で
あ
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。（
申

請
期
限
：
出
産
か
ら
�
年
以
内
）

　

第
�
・
�
子
・
・
・
�
万
円

　

第
�
子
・
・
・
・
・
�
万
円

　

第
�
子
・
・
・
・
・
�
万
円

　

第
�
子
以
降
・
・
・　

万
円

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　
　

新
見
市
民
で
あ
る
乳
幼
児
に
対
し
、

出
生
の
日
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で

の
乳
幼
児
が
使
用
す
る
新
品
の
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
購
入
し
た
人
に
購

入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ

し
、
乳
幼
児
�
人
に
つ
き
�
回
限
り

�
万
円
が
上
限
に
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　
　

中
学
校
�
年
生（　

歳
に
達
し
た

��

日
以
降
の
最
初
の
�
月　

日
）ま
で

��

の
小
児
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
を

助
成
し
ま
す
。

　
　

県
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て
は
、

「
健
康
保
険
証
」
と
「
子
育
て
支
援
医

療
費
受
給
資
格
者
証
」
を
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
が
無
料
と
な

り
ま
す
。

　
　

県
外
の
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

後
日
払
い
戻
し
を
行
い
ま
す
の
で
、

申
請
書
と
領
収
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　

な
お
、
子
育
て
支
援
医
療
費
受
給

資
格
者
証
を
ま
だ
お
持
ち
で
な
い
人

は
、
お
子
さ
ん
の
健
康
保
険
証
と
印

鑑
を
持
参
の
う
え
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　
　

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
原
則

�
割
と
な
り
、
�
か
月
の
負
担
限
度

額
に
つ
い
て
も
所
得
に
応
じ
て
基
準

額
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
　

前
年
分
の
所
得
税
が
非
課
税
で
あ

っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
お
よ
び
児
童

②
父
母
の
い
な
い
児
童
お
よ
び
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
配
偶
者
の
い
な

い
人

※
児
童
と
は　

歳
未
満
の
人
で
す
。た
だ
し
、

��

高
等
学
校
に
在
学
中
の
人
は
卒
業
ま
で

対
象
と
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　
　

保
護
者
（
父
ま
た
は
母
）
と
死
別

し
た
義
務
教
育
修
了
前
の
児
童
の
養

育
者
に
給
付
し
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
遺
児
の
住
所
が
新
見
市

内
に
あ
り
、
遺
児
の
属
す
る
世
帯
が
、

要
保
護
ま
た
は
準
要
保
護
（
教
育
委

員
会
で
の
基
準
）
で
あ
る
場
合
に
給

付
し
ま
す
。

�
入
学
激
励
金

�
卒
業
激
励
金
（
中
学
生
の
み
）

�
保
護
者
死
亡
見
舞
金

　

各
�
万
円

�
�
�
�
�
�
�
�

　
　

家
庭
児
童
相
談
室
は
、
家
庭
児
童

相
談
員
、
母
子
自
立
支
援
員
が
、
子

ど
も
や
家
庭
に
関
す
る
相
談
や
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
の
保
護
者
が
抱
え
る

悩
み
な
ど
の
相
談
を
受
け
、
必
要
に

応
じ
て
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
よ
り
良
い
方
向
に
進
む
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

��������

「オレンジリボン」
は、子どもを虐待か
ら守るメッセ－ジが
込められた、児童虐
待防止のシンボルマ
－クです

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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■
問
い
合
わ
せ
先　
　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係
（
�
�
�
�
�
�
）

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・　

セ
ン
タ
ー
と
は

　
　

保
護
者
の
残
業
や
休
日
出
勤
、
急

用
や
病
気
な
ど
の
時
、
育
児
の
援
助
を

受
け
た
い
人
と
、
育
児
の
援
助
を
行
う

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
が
有
償
で
助
け
合

う
会
員
組
織
で
す
。
事
前
に
登
録
し
て

お
け
ば
、
い
ざ
と
い
う
時
に
育
児
の
援

助
が
受
け
ら
れ
安
心
で
す
。

●
援
助
活
動
の
内
容

�
保
育
所
、
幼
稚
園
な
ど
の
送
迎

�
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
終
了
後

や
休
み
の
と
き
の
保
育

�
学
校
行
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
に
出
か

け
る
と
き
の
保
育

�
産
前
、
産
後
の
手
助
け
が
欲
し
い
と

き
の
保
育

�
そ
の
他
子
育
て
を
手
伝
っ
て
欲
し
い

と
き
な
ど

※
保
育
所
か
ら
の
発
熱
な
ど
に
よ
る
呼
び

出
し
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
対
応
と
な

り
ま
す
。

※
病
児
の
預
か
り
・
宿
泊
の
預
か
り
は
行
い

ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

●
育
児
の
援
助
を
受
け
ら
れ
る
人

　
　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
概
ね
生
後

�
か
月
か
ら　

歳
未
満
の
子
ど
も
を

��

養
育
し
て
い
る
人
。

●
利
用
料
金（
１
時
間
あ
た
り
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
結
婚
推
進
協
議
会
事
務
局（
企
画
政
策
課
政
策
係
内
�
�
�
�
�
�
）

　

市
内
在
住
で
結
婚
を
希
望
す
る
人
を

対
象
と
し
た
結
婚
相
談
会
（
無
料
）
を
年

間
を
通
じ
て
開
催
し
ま
す
。相
談
会
で
は
、

結
婚
に
対
す
る
悩
み
、
心
配
ご
と
や
希
望

な
ど
に
つ
い
て
、
結
婚
推
進
委
員
に
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　

相
談
会
は
、予
約
・
登
録
制
と
し
ま
す

の
で
、開
催
日
の
�
週
間
前
ま
で
に
、あ
ら

か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

　
　

新
見
市
結
婚
推
進
協
議
会
で
は
、

結
婚
を
希
望
さ
れ
る
独
身
者
に「
結
婚

支
援
登
録
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
て
い
た

だ
き
、
結
婚
相
談
、
情
報
提
供
な
ど
に

活
用
し
て
い
ま
す
。 

　
　

新
た
に
登
録
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

事
務
局
（
企
画
政
策
課
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　
　

本
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
相
談
会
の

予
約
状
況
や
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
、
ス
キ

�
�
�
�
�

会　場相談時間開催日

まなび広場にいみ
学習室

��：��～��：���月��日（水）第�回

��：��～��：���月��日（土）第�回

��：��～��：���月��日（水）第�回

��：��～��：����月��日（土）第�回

��：��～��：����月��日（水）第�回

��：��～��：���月��日（土）第�回

������
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

※
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
、
結
婚
支
援
登
録
様
式

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

���円／時
＜平日＞基本時間

　　　（�：��～��：��）

���円／時＜平日＞基本時間外

���円／時
＜土曜日・日曜日・祝日＞

　終日

くわしい内容については、市の
ホームページをご覧ください。



�����������
���������

議会�
レ ポ ー ト �

平成��年�月

２
月
に
開
催
し
た
常
任
委
員
会
、

特
別
委
員
会
の
主
な
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

②
調
査
事
項

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
運
営
と
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
情
報
開
示
の
実
績
、
市

有
財
産
の
処
分
状
況
、
職
員
の
退
職
と

採
用
の
状
況
、
地
域
審
議
会
の
活
動
実

績
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
受
け

入
れ
、
島
根
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を

想
定
し
た
と
き
の
被
災
者
の
受
け
入
れ
、

大
佐
支
局
庁
舎
の
移
転
、
財
政
状
況
の

市
報
の
掲
載
方
法
、
消
防
機
庫
付
近
の

除
雪
な
ど
に
つ
い
て
、
執
行
部
の
考
え

や
対
応
を
調
査
し
ま
し
た
。

①
報
告
事
項

　

市
の
公
の
施
設
で
、
指
定
管
理
期
間

が
本
年
�
月
末
で
満
了
と
な
る
新
見
市

憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公
園
、
新
見
市
市

民
運
動
公
園
な
ど
の
指
定
管
理
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
選
定
委
員
会
に
お
い
て

選
定
さ
れ
た
経
過
、
平
成　

年
度
か
ら

��

�
年
間
と
す
る
第
�
期
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
お
よ
び

障
害
者
福
祉
計
画
の
策
定
状
況
、
明
新

小
学
校
改
修
工
事
（
旧
美
郷
中
学
校
）

の
進
捗
状
況
、
市
内
で
�
番
目
の
設
置

と
な
る
熊
谷
認
定
こ
ど
も
園
の
建
設
計

画
な
ど
に
つ
い
て
、
執
行
部
よ
り
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

②
調
査
事
項

　

小
学
校
の
�
学
期
制
の
成
果
と
効
果
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
状
況
と
予
防

対
策
、
公
民
館
の
使
用
料
お
よ
び
備
品

の
整
備
状
況
、
平
成　

年
度
か
ら
の
繰

��

越
明
許
事
業
に
係
る
予
算
執
行
状
況
、

石
蟹
地
内
の
防
災
公
園
第
�
工
区
工
事

（
救
急
ヘ
リ
ポ
ー
ト
・
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
）
の
進
捗
状
況
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
�
�
�
床
の
増
床
計
画
の
見
通
し

な
ど
に
つ
い
て
、
執
行
部
の
考
え
や
対

応
を
調
査
し
ま
し
た
。

①
報
告
事
項

　

新
見
市
長
杯
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
大
会
の
結
果
、
新
見
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
講
演
会
、
に
い
み
雛
ま
つ
り
の
開
催
、

除
雪
の
状
況
や
、
条
例
改
正
、
指
定
管

理
者
の
指
定
な
ど
の
�
月
議
会
提
出
議

案
な
ど
に
つ
い
て
、
執
行
部
よ
り
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
�
月
定
例
会
の
提
出
予

定
議
案
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

請
願
・
陳
情
の
内
容
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

新
見
市
議
会
基
本
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
と
新
見
市
議
会
議
員
政
治

倫
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
、
条
文
を
決
定
し
ま
し
た
。

①
報
告
事
項

　

�
月
定
例
会
の
提
出
予
定
議
案
、
�

月
末
に
予
定
し
て
い
る
中
国
公
式
訪
問

団
、
地
域
審
議
会
と
ま
ち
づ
く
り
審
議

会
の
委
員
の
委
嘱
、
住
民
税
の
申
告
相

談
、
消
防
の
火
災
や
救
急
な
ど
の
出
動

件
数
、
哲
西
き
ら
め
き
・
ひ
な
祭
り
な

ど
に
つ
い
て
、
執
行
部
よ
り
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

②
調
査
事
項

　

閉
鎖
さ
れ
た
井
倉
温
泉
の
今
後
の
活

用
、
企
業
誘
致
活
動
の
状
況
、
今
冬
の

低
温
に
よ
る
被
害
・
災
害
状
況
、
中
央

商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
の
進
捗
状
況

と
課
題
・
今
後
の
振
興
策
、
哲
西
簡
水

の
水
源
確
保
に
関
す
る
調
査
の
状
況
や
、

主
要
事
業
の
進
捗
状
況
と
予
算
の
執
行

状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
執
行
部
の
考
え

や
対
応
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

�
月
�
日
は
、
市
議
会
議
員
の
定
数

な
ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
の
素

案
を
各
会
派
ま
た
は
議
員
か
ら
提
出
さ

れ
た
も
の
を
も
と
に
協
議
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
日
に
つ
い
て
は
、
�

月　

日
か
ら　

日
の
�
日
間
で
、
市
民

��

��

� ,
�
�
�
人
を
対
象
と
し
て
実
施
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

�
月　

日
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
の

��

最
終
確
認
を
行
い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
発

送
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

�
月　

日
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

��

結
果
を
も
と
に
、
市
民
の
意
見
を
参
考

に
し
た
う
え
で
、
具
体
的
な
定
数
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
考
え
方
を

述
べ
、
次
回（
�
月　

日
）の
特
別
委
員

��

会
で
、
定
数
の
結
論
を
出
す
こ
と
を
申

し
合
わ
せ
ま
し
た
。

�
議
会
運
営
委
員
会

■問い合わせ先　議会事務局（������）

 

（
２
月　

日
開
催
）

１７

�
総
務
常
任
委
員
会

 

（
２
月
８
日
開
催
）

�
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

 

（
２
月
６
日
開
催
）

�
産
業
建
設
常
任
委
員
会

 

（
２
月
７
日
開
催
）

�
議
員
定
数
等
検
討
特
別
委
員
会

 

（
２
月
３
日
・　

日
・　

日
開
催
）

１３

２９



����������
����������

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
収
税
係
（
�
�
�
�
�
�
）

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、

自
動
的
に
指
定
す
る
口
座
か
ら

納
付
さ
れ
る
の
で
と
て
も
便
利

で
す
。

■
取
扱
金
融
機
関

　

中
国
銀
行
、
備
北
信
用
金
庫
、

ト
マ
ト
銀
行
、
山
陰
合
同
銀

行
、
阿
新
農
業
協
同
組
合
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�■

申
込
方
法

　

預
金
口
座
の
あ
る
取
扱
金
融

機
関
の
窓
口
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
に
必
要
な
も
の

・
申
込
用
紙
（
市
内
各
金
融
機

関
、
市
役
所
本
庁
・
各
支
局

に
備
え
て
い
ま
す
。）

・
納
税
通
知
書
（
納
付
書
）、
預

金
通
帳
、
通
帳
の
届
出
印

期別税目納期限

�期
全期

◎ 固定資産税・都市計画税
◎ 軽自動車税

�／��
(木)

�期◎ 市県民税
�／�
(月)

�期
�期

◎ 固定資産税・都市計画税
◎ 国民健康保険税

�／��
(火)

�期
�期

◎ 市県民税
◎ 国民健康保険税

�／��
(金)

�期◎ 国民健康保険税
��／�
(月)

�期
�期

◎ 市県民税
◎ 国民健康保険税

��／��
(水)

�期◎ 国民健康保険税
��／��
(金)

�期
�期

◎ 固定資産税・都市計画税
◎ 国民健康保険税

��／��
(火)

�期
�期

◎ 市県民税
◎ 国民健康保険税

�／��
(木)

�期
�期

◎ 固定資産税・都市計画税
◎ 国民健康保険税

�／��
(木)

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産
税
係
（
�
�
�
�
�
�
）

　

固
定
資
産
の
適
正
な
評
価
と
税
負
担
の

公
平
を
図
る
た
め
、
�
年
ご
と
に
評
価
替

え
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
評
価
替
え

の
年
で
す
。

　

評
価
替
え
は
、
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

鑑
定
や
公
示
地
価
、
物
価
水
準
の
動
向
な

ど
を
基
に
実
施
し
、
今
年
度
決
定
し
た
価

格
は
、
今
後
�
年
間
の
固
定
資
産
税
の
基

礎
と
な
り
ま
す
。

　

※
平
成　

年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市

��

計
画
税
納
税
通
知
書
は
、
�
月
中
旬
に
発

送
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	




�
�
�
�
�
�

　

納
税
者
が
他
の
人
の
土
地
・
家
屋
の
価

格
と
自
分
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
を
比
較

確
認
で
き
る
縦
覧
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
縦
覧
期
間
中
の
固
定
資
産
税
課

税
台
帳
（
名
寄
帳
）
の
閲
覧
手
数
料
は
無

料
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��
�

　

自
己
資
産
に
つ
い
て
は
、
納
税
通
知
書
に

同
封
さ
れ
て
い
る
「
固
定
資
産
税
（
土
地
･

家
屋
）
課
税
明
細
書
」
で
課
税
内
容
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

■
縦
覧
期
間

　

�
月
�
日
�
〜
�
月　

日
�

��

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

　

※
閉
庁
日
を
除
く

■
縦
覧
場
所

　

税
務
課
資
産
税
係
お
よ
び
各
支
局

■
縦
覧
で
き
る
人

　

納
税
義
務
者（
所
有
者
）、
納
税
管
理
人
な

ど
■
注
意
点

・
所
有
者
な
ど
の
情
報
は
、
所
管
の
法
務
局

で
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

・
縦
覧
帳
簿
の
コ
ピ
ー
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

��������

�
��

�
�
�

��
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新見公立大学看護学部「サテライト・デイ」

　地域のみなさんの健康増進と介護予防支援を目的とした「サテ
ライト・デイ」を開催します。これは、高齢者の健康課題をテー
マに取り上げ、健康チェックやレクリエーションを行う取り組
みです。今年度は、新見公立大学を会場とした「ベースサテライ
ト・デイ」を企画しました。

■開催日　　　５月１５日�、５月２２日�の２日間を予定
　　　　　　　※�日間のうち希望の日時は、直接相談させていただきます。

■場所　　　　新見市学術交流センター

■申し込み先　各支局・市民センター・公民館

　　　　　　　※地域単位、公民館単位のお仲間でお誘い合わせのうえお申し込みください。（個人参加も可）

■申込締切　　�月��日�

■問い合わせ先　新見公立大学学務課（������）

�����������������
��������	
���
����

■所得段階

　　介護保険料は、本人と世帯員の課税状況や所得段階に応じて、段階的に決まります。
　　平成��年度以降は、所得段階が�段階��区分制となります。

■介護保険料額

　　介護保険事業計画の見直しなどにより、基準年額を��,���円（�,���円／月）とします。
　　なお、平成��年度の個人ごとの介護保険料額は、�月中旬にお知らせします。

■平成２４年度～平成２６年度介護保険料

保険料額（年額）保険料率対象者段階

��,���円基準額×�.�市民税非課税世帯の老齢福祉年金受給者、生活保護受給者第�段階

��,���円基準額×�.�
市民税非課税世帯で本人の課税年金収入額と合計所得
額の合計が��万円以下の人

第�段階

��,���円基準額×�.��市民税非課税世帯で第�段階に該当しない人第�段階

��,���円基準額×�.��
市民税課税世帯で本人非課税であり、課税年金収入額
と合計所得額の合計が��万円以下の人

特例

��,���円基準額市民税課税世帯で本人非課税であり特例に該当しない人第�段階

��,���円基準額×�.��本人が市民税課税で合計所得金額が���万円未満の人第�段階

��,���円基準額×�.��
本人が市民税課税で合計所得金額が���万円以上
���万円未満の人

第�段階

��,���円基準額×�.�
本人が市民税課税で合計所得金額が���万円以上
���万円未満の人

第�段階

��,���円基準額×�.��
本人が市民税課税で合計所得金額が���万円以上
���万円未満の人

第�段階

���,���円基準額×�.�本人が市民税課税で合計所得金額が���万円以上の人第�段階

■問い合わせ先　介護保険課保険管理係（��３１４８）

※合計所得金額は、税法上の各種所得控除前の所得金額で、実際の収入とは異なります。
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　市では、平成��年度人間ドックの受診希望を受け付けます。下記コースから選んでお申し込みください。

���������
��������	
��
�

〒
新見市

住所

ふりがな

氏　名
氏名

大正・昭和　　　　年　　　　　月　　　　　日生年月日

　　　　　�　　　　　　　�電話番号

倉敷平成病院渡辺病院病院名
（どちらかに○）

追加コース基本コース
希望コース
（いずれかに○）

⑥⑤④③②①

前立腺婦人科婦人科・マンモ短期・脳脳短期
※追加コースのみの申し込みはできません。
※受診日は、�月から��月まででお願いします。
※胃カメラを希望される場合は、胃カメラに○をしてください。

○受診希望月日：　　　月　　　日、　　胃カメラ

その他
（希望月・胃カ
メラ等） 
胃カメラは別
途料金(3,150
円)が必要です。

人間ドック申込書　（国保・後期） 平成��年　　月　　日

〒
新見市

住所

ふりがな

氏　名
氏名

大正・昭和　　　　年　　　　　月　　　　　日生年月日

　　　　　�　　　　　　　�電話番号

倉敷平成病院渡辺病院病院名
（どちらかに○）

追加コース基本コース
希望コース
（いずれかに○）

⑥⑤④③②①

前立腺婦人科婦人科・マンモ短期・脳脳短期
※追加コースのみの申し込みはできません。
※受診日は、�月から��月まででお願いします。
※胃カメラを希望される場合は、胃カメラに○をしてください。

○受診希望月日：　　　月　　　日、　　胃カメラ

その他
（希望月・胃カ
メラ等） 
胃カメラは別
途料金(3,150
円)が必要です。

人間ドック申込書　（国保・後期） 平成��年　　月　　日

<きりとり線>

対象者自己負担額検査内容種別コース番号

●新見市国民健康保険に加入されている人 
　（平成��年度内に��歳から��歳の年齢に達する人） 
●後期高齢者医療に加入されている人 
　（平成��年度内に��歳の年齢に達する人を含む）

8,190円
血液検査・胸および胃レントゲン撮
影、尿・便検査など

短期ドック�

6,300円脳の断層撮影のみ脳ドック�

14,490円
血液検査・胸および胃レントゲン撮
影、尿・便検査、脳断層撮影など

短期＋脳ドック�

基本コース

対象者自己負担額検査内容種別コース番号

女性のみ 
●新見市国民健康保険に加入されている人 
　（平成��年度内に��歳から��歳の年齢に達する人）

2,048円
子宮がん＋乳がん視触診
＋マンモグラフィ検査

婦人科検診＋マンモ�

女性のみ 
●新見市国民健康保険に加入されている人 
　（平成��年度内に��歳から��歳の年齢に達する人） 
●後期高齢者医療に加入されている人 
　（平成��年度内に��歳の年齢に達する人を含む）

1,575円子宮がん＋乳がん視触診婦人科検診�

男性のみ 
●新見市国民健康保険に加入されている人 
　（平成��年度内に��歳から��歳の年齢に達する人） 
●後期高齢者医療に加入されている人 
（平成��年度内に��歳の年齢に達する人を含む）

630円血液検査前立腺検査�

追加コース（希望者のみ）

（注）短期人間ドックを受診する人は、市の特定健診
（健康診査）を受診したことになりますので、あら
ためて健診を受けることができません。

　また、がん検診についても、市の検診と重複して
　受診することはできません。

■受診機関　渡辺病院（新見市）
　　　　　　倉敷平成病院（倉敷市）
■受診期間　�月から��月まで
　　　　　　※後日受診機関から受診日をお知らせ
　　　　　　　します。
■申込方法　受診を希望する人は、左の申込書に国民

健康保険、後期高齢者医療の別など、必
要事項を記入して、ハガキに貼り、郵送し
ていただくか窓口に持参して申し込みく
ださい。

　　　　　　※胃カメラ希望の人は別途料金（�,���
　円）が必要です。

■申込期限　�月�日�まで　※当日消印有効
■申し込み・問い合わせ先
　〒��������　新見市新見�����
　市民課国保年金係（������）
　または、各支局・各市民センター
　
　※電話での申し込みは受　
　け付けていません。

　※申し込みを受け付ける　
　それぞれの窓口にも、　
　申込用紙を備えています。
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■
問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係
（
�
�
�
�
�
�
）

��������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

　

「
春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」（
新
見
市
環

境
衛
生
協
議
会
主
催
）を
、
�
月
�
日
�

に
実
施
し
ま
す
。
今
回
か
ら
ゴ
ミ
の
収

集
方
法
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
か
ら
、

指
定
の
集
積
場
所
回
収
に
変
更
し
ま
す
。

集
積
場
所
は
、
�
月
号
市
報
の
配
布
に

併
せ
て
地
域
内
に
回
覧
し
て
い
る
『
集

積
場
所
一
覧
表
』
を
、
地
区
で
確
認
し

て
い
た
だ
き
最
寄
り
の
集
積
場
所
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
集
積
場
所
に
立
て
る
『
ク

リ
ー
ン
作
戦
実
施
中
』
と
書
か
れ
た
緑

色
の
の
ぼ
り
旗
の
下
へ
周
囲
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
地
区
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
持
ち
込
ま
れ
た
場
合
は
、
ゴ
ミ
収
集

日
程
表
ど
お
り
に
回
収
す
る
こ
と
と
な

り
、
当
日
の
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

人間ドック申込用紙

■
問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課
生
活
交
通
係
（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
で
は
、�
月
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
防
犯

灯
設
置
に
対
す
る
助
成
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
自
治
会
な
ど
に
よ
る
防

犯
灯
設
置
に
対
す
る
助
成
に
上
乗
せ

し
て
行
う
も
の
で
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
防
犯
灯

の
普
及
を
進
め
、地
球
温
暖
化
防
止
な

ど
の
環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組

む
た
め
の
も
の
で
す
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
防
犯
灯
は
、蛍
光
灯
型
防

犯
灯
や
水
銀
灯
型
防
犯
灯
に
比
べ
、

①
消
費
電
力
が
少
な
く
、
Ｃ
Ｏ
2

の
排
出
量
が
少
な
い
。

②
電
球
切
れ
が
少
な
い
の
で
維

持
費
が
安
く
な
る
。

な
ど
の
利
点
が
あ
る
反
面
、
現
在
は
、

設
置
費
用
が
高
い
と
い
う
欠
点
が
あ

り
ま
す
。こ
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め

に
、設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助成金額防犯灯の種類

�灯につき��,���円�　ＬＥＤ型防犯灯

�灯につき��,���円�　その他防犯灯

■助成内容



����������
�����������
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■
問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課
生
活
交
通
係
（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�


�
�
�
�
�

　

�
月
�
日
�
か
ら
大
佐
、
神
郷
、
哲
多
、

哲
西
の
各
地
域
で
運
行
し
て
い
る
市
営

バ
ス
の
運
行
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
課
題
と
さ
れ
て
き
た
神
郷

地
域
で
の
乗
り
換
え
回
数
の
軽
減
、
哲

多
・
哲
西
地
域
で
の
重
複
路
線
の
解
消
、

利
用
実
態
調
査
に
基
づ
い
た
停
留
所
の

見
直
し
、
Ｊ
Ｒ
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴
う
運

行
時
刻
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
利
便
性

を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

地
域
ご
と
の
主
な
改
正
点
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

■
大
佐
地
域

�
中
学
生
の
登
下
校
時
の
利
用
に
対
応

す
る
た
め
、
大
佐
中
学
校
前
に
新
た
に

停
留
所
を
設
け
、
登
下
校
時
に
は
大
井

野
線
、
布
瀬
線
、
田
治
部
線
が
そ
れ
ぞ

れ
停
車
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

�
同
時
刻
に
複
数
の
車
両
で
運
行
し
て

い
た
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
線
の
運
行

方
法
を
見
直
し
、
運
行
便
の
統
合
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

■
神
郷
地
域

�
神
郷
油
野
地
内
に
あ
っ
た
「
乗
換
場
」

を
足
立
地
内
に
移
し
、
足
立
地
内
に

「
足
立
上
」、「
足
立
郵
便
局
前
」
の
二

つ
の
停
留
所
を
新
設
し
ま
し
た
。

�
新
郷
駅
�
神
代
駅
間
の
乗
り
換
え
回

数
を
減
ら
す
た
め
、
こ
の
区
間
を
直
通

運
行
に
変
更
し
ま
し
た
。

■
哲
多
地
域

�
新
砥
線
と
下
野
部
・
野
原
線
の
重
複
路

線
を
解
消
す
る
た
め
、
新
砥
線
は
「
南

北
」
停
留
所
と
「
萬
歳
」
停
留
所
の
間

で
の
折
り
返
し
運
行
に
変
更
し
ま
し

た
。

�
「
南
北
」停
留
所
で
、下
野
部
・
野
原
線

に
乗
り
継
ぎ
が
で
き
る
よ
う
運
行
時
刻

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

■
哲
西
地
域

�
下
野
部
・
野
原
線
と
新
砥
線
の
重
複
路

線
を
解
消
す
る
た
め
、
下
野
部
・
野
原

線
の
運
行
範
囲
を
「
南
北
」
停
留
所
ま

で
拡
大
し
、「
南
北
」
停
留
所
と
「
保

育
園
」
停
留
所
の
間
で
の
折
り
返
し
運

行
に
変
更
し
ま
し
た
。

�「
南
北
」停
留
所
で
、
新
砥
線
に
乗
り
継

ぎ
が
で
き
る
よ
う
運
行
時
刻
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

な
お
、
ご
利
用
の
際
は
関
係
地
域
に

配
布
し
て
い
る
、
新
し
い
運
行
時
刻
表

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

�
月
�
日
�
か

ら　

日
�
ま
で
の

��

　

日
間
、
春
の
交

��通
安
全
運
動
が
全

国
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
�
月　
��

日
�
は
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
で
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、

ま
た
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
安

全
な
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点
目
標

最
重
点
目
標

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

重
点
目
標

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

�
�
�
�
��

�
��

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
��

�
��

JR芸備線�

JR伯備線�
米子�

神代駅�

足立駅�

坂根駅�

乗換場�

坂根西�

三　室�

田口�木谷�

新郷駅�

JR芸備線�野馳駅�

東城� 新見�

きらめき広場�

大野部振興C

下野部・野原線�

新砥線�

新砥線は南北停留所で�
折り返し、下野部・野原�
線は、南北停留所まで�
　　　　　 運行を延長�
�

保育園�

神社前� 南北�野原公会堂�
萬歳�

変更後の神郷地域の市営バス運行系統図

変更後の哲多および哲西地域の市営バス運行系統図
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■
問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係（
�
�
�
�
�
�
）

　
　
　
　
　
　
　
　

大
佐
支
局（
�
�
�
�
�
�
）　

神
郷
支
局（
�
�
�
�
�
�
）　

哲
多
支
局（
�
�
�
�
�
�
）　

哲
西
支
局（
�
�
�
�
�
�
）

��������

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

「
犬
の
登
録
」
と
「
狂
犬
病

予
防
注
射
」
は
、
飼
い
主
に

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
�
月
�
日
�
か
ら

�
月　

日
�
ま
で
の
間
、
市

��

内
を
巡
回
し
狂
犬
病
予
防
注

射
を
行
い
ま
す
。

　

既
に
犬
の
登
録
を
さ
れ
て

い
る
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
に

は
日
程
表
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
近
く
の
会
場
で

必
ず
予
防
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
犬
の
登
録
が
お
済

み
で
な
い
人
は
、
こ
の
機
会

に
会
場
で
登
録
・
注
射
を
お

願
い
し
ま
す
。（
巡
回
日
程
は

市
報
の
行
事
予
定
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
生
活
環
境
課
ま
た
は
各
支

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

■
対
象

　

生
後　

日
以
上
の
犬

��

■
注
射
料
金

　

� ,
�
�
�
円

　

（
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

交
付
手
数
料
�
�
�
円
を
含

む
）

■
登
録
手
数
料

　

� ,
�
�
�
円

�
�
�
�
�
�
�

○
犬
の
フ
ン
は
飼
い
主
が

責
任
を
も
っ
て
後
始
末

し
て
く
だ
さ
い
。

○
犬
同
士
の
喧
嘩
お
よ
び

逃
走
な
ど
の
事
故
に
つ

い
て
は
、
市
は
一
切
責
任

を
負
い
ま
せ
ん
。

※
会
場
に
は
犬
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル（
制
御
）で
き
る

人
が
連
れ
て
来
て
く
だ

さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�

　

墓
地
や
納
骨
堂
な
ど
を
経
営

（
設
置
、
管
理
、
運
営
）す
る
と
き
は
、

市
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
墓
地
な
ど
を
経
営

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

個
人
墓
地
の
場
合
は
、
こ
れ
ま
で

も
市
長
が
許
可
を
し
て
い
ま
し
た

が
、「
墓
地
・
埋
葬
等
に
関
す
る
法

律
」が
改
正
さ
れ
、
�
月
�
日
か
ら
、

宗
教
法
人
な
ど
が
設
置
す
る
墓
地

な
ど
に
つ
い
て
も
、
市
長
が
許
可
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、

新
見
市
で
は
認
可
地
縁
団
体
も
墓

地
の
経
営
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
事
務
手
続
き
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
、
個
人
、
宗
教
法
人
、

認
可
地
縁
団
体
の
い
ず
れ
の
場
合

も
、
事
前
協
議
を
し
た
後
、
許
可

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
墓
地
へ
遺
骨
を

移
転
（
改
葬
）
す
る
と
き
も
、
市

長
に
よ
る
改
葬
許
可
が
必
要
で
、

許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
後
で
な

け
れ
ば
移
転
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

墓
地
な
ど
の
設
置
、
新
し
い
墓

地
へ
の
移
転（
改
葬
）を
お
考
え
の

場
合
は
、
生
活
環
境
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

認可地縁団体宗教法人個人

不可
県知事が
許可

市長が許可これまでは…

市長が許可
平成��年
�月�日
からは

○墓地などを設置するときの手続が変わりました。

草間市民センターが旧草間中学校に移転しました。

新しい住所は、草間����番地�です。電話番号（�����）・FAX

番号（�����）は変更ありません。

■問い合わせ先　総務課総務係（������）

��������	
��
��



����������
�����������

��������

　

市
内
�
か
所
の
温
泉
施
設
を
多
く
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、共
通
の
半
額
割
引
券
を
年
�
回
・
各
世
帯
に
�

枚
ず
つ
配
布
し
ま
す
。

　

こ
の
券
を
利
用
す
る
と
、新
見
千
屋
温
泉
い
ぶ
き
の
里
の
入

浴
料（
中
学
生
以
上
�
�
�
円
、小
学
生
�
�
�
円
）、グ
リ
ー
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
神
郷
温
泉
の
入
浴
料（
中
学
生
以
上
�
�
�
円
、

小
学
生
�
�
�
円
）、大
佐
風
の
湯
温
泉
の
入
浴
料（
中
学
生
以

上
�
�
�
円
、�
才
以
上
小
学
生
以
下
�
�
�
円
）が
半
額
に
な

り
ま
す
。点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

点
線
で
切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い

�
�
�
�
�
�
が

�
�

　
　
　
　

に
な
り
ま
す

　法律の改正に伴い、日本に住む外国人の登録方法が変わります。新しい制度の開始は�月�日

�からで、住民票に関する手続きなどがあり、該当の人には�月上旬に通知しますのでご確認く

ださい。

●大きな変更点

�　外国人登録制度が廃止され、日本人と同

じように住民基本台帳に登録されます。

�　「登録原票記載事項証明」に代わり、「住

民票の写し」を交付します。

�　外国人登録証明書にかわり、「在留カー

ド」が交付されます。特別永住者には、

「特別永住者証明書」が交付されます。（新

制度開始後、在留資格の変更や期間更新

の手続きの際に交付されます。）

���������������������

有効期限 ����������
�������商工観光課商工観光係（������）

���������	
�
����������	
��

��������

��������

有効期限 ����������
�������商工観光課商工観光係（������）

���������	
�
����������	
��

��������

��������

��������	
��
�
　東日本大震災が発生し�年が経過しました。
被災地支援のため、多くの市民のみなさま
から寄せられた義援金は、�月��日現在で
��,���,���円となりました。ご協力ありがとう
ございました。
　義援金は、甚大な被災地である岩手県、宮城
県および福島県の被災者支援に充てていただく
ため、�県の市長会などへ送付しております。

　なお、公表することに同意をいただいた法人、
団体は次のとおりです。

市報１月号掲載分以降　（敬称略）

■問い合わせ先　総務課総務係（������）

金額法人・団体名

��,���円大佐永富　中曽地区救援会

●仮住民票を送付します

　外国人を住民票に登録するために仮住民票

を作成し、�月上旬に本人に送付します。仮

住民票は新制度開始日からは正式な住民票と

なりますので、届きましたら誤りがないか確

認してください。　

■問い合わせ先

　市民課市民係（������）
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　農業振興地域の農用地区域に指定されている農地は、法律

により、原則として農業以外の用途には使用できません。

　ただし、やむを得ず農地を宅地などに転用する場合には、

農地転用の前に、農用地区域からの除外手続きを行うことが

法律で決められています。

　計画変更には日数が掛かりますので、余裕をもって早めに

除外申出手続きを行ってください。　

※土地条件などにより除外できない場合もあります。

■問い合わせ先

　農林課農業振興係（������）

　大佐支局（������）　　神郷支局（������）

　哲多支局（������）　　哲西支局（������）

点
線
で
切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い

������������
���������	
��

���

���

������������
���������	
��

���

���
��������	
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森
林
の
間
伐
に
よ
り
発
生
し

た
林
地
残
材（
根
元
材
な
ど
）を

搬
出
し
、
ペ
レ
ッ
ト
や
お
が
粉

な
ど
に
加
工
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
地
域
資
源
と
し
て
利
活

用
す
る
た
め
、
林
地
残
材
の
搬

出
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
内
容

　

林
地
残
材
�
ｔ
あ
た
り

� ,
�
�
�
円
を
助
成
し
ま
す
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�	

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

手
入
れ
の
遅
れ
て
い
る
森
林

の
間
伐
を
促
進
し
、
間
伐
材
の

有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
林
内

作
業
車
ま
た
は
、
グ
ラ
ッ
プ
ル

装
置
の
購
入
に
対
し
て
、
購
入

費
の
�
／
�
以
内
（
上
限
�
�

�
万
円
）
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
助
成
条
件

�
�
戸
以
上
の
森
林
所
有
者
の

団
体
（
法
人
お
よ
び
木
材
登

録
業
者
を
除
く
。）

�
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

�
�
年
間
で
概
ね　
　

以
上
の

��
ｈａ

間
伐
を
実
施
す
る
こ
と
。

■
受
付
期
限

　

�
月　

日
�

��

※
先
着
順
に
受
付
を
行
い
ま
す

の
で
、
早
め
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

�

�
�
�
�
�
�
��
�

�

�
�
�
�
�
�

　

「
新
見
市
ス
ギ
間
伐
材
運
搬

経
費
支
援
事
業
」
と
し
て
、

　

森
林
所
有
者
（
法
人
を
除
く
）

が
、
自
己
所
有
林
の
ス
ギ
間
伐

材
を
市
内
の
原
木
市
場
な
ど
へ

運
搬
す
る
場
合
、
そ
の
運
搬
経

費
に
対
し
て
、
�
�
あ
た
り
�

�
�
円
を
助
成
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
皆
伐
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

※
い
ず
れ
の
助
成
に
つ
い
て
も
、

補
助
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
林
業
振
興
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

大
佐
支
局
（
�
�
�
�
�
�
）

　

神
郷
支
局
（
�
�
�
�
�
�
）

　

哲
多
支
局
（
�
�
�
�
�
�
）

　

哲
西
支
局
（
�
�
�
�
�
�
）
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�
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�
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�

�

�
�
�
�
�
�

●
延
べ
床
面
積
�
�
�
�
以
下
の
住

宅
の
場
合

�
耐
震
診
断
に
か
か
る
費
用
�
� ,
�
�
�

円
の
う
ち
�
� � ,
�
�
�

円
を
補
助
し
ま

す
の
で
、
実
質
の
個
人
負
担
は
� ,
�
�
�

円
で
、耐
震
診
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
補
強
計
画
作
成
に
か
か
る
費
用
�
� ,
�

�
�
円
の
う
ち
�
� ,
�
�
�

円
を
補
助
し

ま
す
の
で
、
実
質
の
個
人
負
担
は
�
� ,
�

�
�
円
で
、
補
強
計
画
書
の
作
成（
耐
震
化

工
事
の
設
計
）を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
延
べ
床
面
積
�
�
�
�
〜
�
�
�

�
以
下
の
住
宅
の
場
合

�
耐
震
診
断
に
か
か
る
費
用
�
� ,
�
�
�

円
の
う
ち
�
� ,
�
�
�

円
を
補
助
し
ま

す
の
で
、 
実
質
の
個
人
負
担
は
� ,
�
�
�

円
で
、
耐
震
診
断
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

�
補
強
計
画
作
成
に
か
か
る
費
用
� 
� ,
�  

 
 
�
�
円
の
う
ち
�
� ,
�
�
�
円
を
補
助
し

ま
す
の
で
、
実
質
の
個
人
負
担
は
�
� ,

 
 �
�
�
円
で
、
補
強
計
画
書
の
作
成
（
耐

震
化
工
事
の
設
計
）
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
は
、
先
着　

件
��

（
耐
震
診
断
�
件
、補
強
計
画
作
成

�
件
）と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
耐
震
診
断
・
補
強
計
画
作
成
は
、
社
団

法
人
岡
山
県
建
築
士
事
務
所
協
会
に
委

託
し
、
岡
山
県
知
事
の
登
録
を
受
け
た

木
造
住
宅
耐
震
診
断
員
が
行
い
ま
す
。

�

�
�
�
�
�
�
�
	

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	



●
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修（
建
て
替

え
も
含
む
）に
か
か
る
費
用
の
う

ち
�
�
� ,
�
�
�
円
を
上
限
に

補
助
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、
補
助
金
は
耐
震
化
工
事
に
要

す
る
費
用
の
�
／
�
以
内
と
し
ま
す
。）

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
で
は
、
昭
和　

年
５
月
末
以
前
に
建
て
ら
れ
た
２
階
建
て
ま
で
の
住
宅

５６

の
耐
震
診
断
、
補
強
計
画
作
成
、
耐
震
改
修
工
事
費
に
対
し
、
補
助
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
今
後
住
宅
の
改
修
な
ど
を
計
画
さ
れ
る
場
合
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
前
に
着
手
さ
れ
た
場
合
は
、
補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

��������	
�
���������	

　木造住宅の普及促進により新見産材の需要拡大と
木材産業、建築業の活性化などを目的に、新見産材を
使用した増築に対して、�件あたり���,���円（上
限）を助成します。
（新見産材使用量��あたり��,���円を助成します。）

＜補助対象＞
○延床面積が���以上純増する増築。
○市内の建築業者（個人を含む）が施工する住宅。
○着工の��日前までに申請を行うこと。

　※新見産材とは、市内に本社もしくは製材所を有する建材
　販売業者または、市内の法人や市内に居住する個人が製
　材した国産材製品をいいます。

��������	
��
�
　新見産材を使用した新築住宅に対して�戸あたり
���,���円の助成を行っています。
　
＜補助対象＞
○市民が市内に居住するために新築する延床面積��
�以上の一戸建て木造専用住宅（建売住宅も可）。
○住宅新築のために使用する主要構造材の材積のうち、新
見産材の使用率が��％以上。（うち乾燥材��％以上）
○市内の建築業者（個人を含む）が建築する住宅。
○棟上げの��日前までに申請を行うこと。

　※それぞれの助成には補助の要件がありますので、詳細に
　 ついては、お問い合わせください。

■問い合わせ先
　農林課林業振興係（������）
　大佐支局（������）　神郷支局（������）
　哲多支局（������）　哲西支局（������）

【
例
１
】
耐
震
化
工
事
費
� ,
�
�
� , 

　
　
　
　
 �
�
�

円
の
場
合
、
補
助
額

　
　
　
　
 �
�
� ,
�
�
�

円

【
例
２
】 

耐
震
化
工
事
費
�
�
� ,
�
�

　
　
　
　
　
 �
円
の
場
合
、
補
助
額
�
�

　
　
　
　
　
 � ,
�
�
�

円

●
応
募
多
数
の
場
合
は
、
先
着
５

件
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
事
前
に
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
、

補
強
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

※
耐
震
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
に

は
、
さ
ら
に
税
の
優
遇
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は

都
市
整
備
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
建
築
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）
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��※�月��日から放送　《毎日》 ��：��・��：��・��：��・��：��
��������	
��
���������　※�月��日から放送　《毎日》　��：��・��：��・��：��
��������	
��
�������　《毎日》　�：��・��：��・��：��
��������	
��
　《毎日》　��：��・��：��・��：��
��������	
��
�������������　《毎日》　�：��・��：��・��：��
��������	�
��
�
　《毎日》　��：��・��：��・��：��
��������	
��
　《毎日》　��：��・��：��・��：��
���������	
��
���������������　《毎日》日　�：��・��：��・��：��
��������	
��
���　《毎日》　�：��・�：��・�：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��
��������	
��
���������　《毎日》　��：��

※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせなど）を放送しています。　■問い合わせ先　企画政策課広報係（������）

����������� �����

■問い合わせ先　企画政策課広報係（������）

　データ放送では、休日診療担当病院や月間行事予定、
市役所での各種届出や証明、市税、保険、年金、福祉、
健康、環境など、暮らしに関する情報について、文字
による情報を閲覧することができます。（デジタル対応
テレビや市のホームページで閲覧可能）

��������	
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��

��������	
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※テレビのメーカーによってリモコンの形状は異なります。

●農作物被害防止柵設置事業
■助成条件

　�戸以上での設置

　（団地化をお願いします。）

■助成額（�ｍあたり）

・電気柵���円の�／�以内（上限���円）

・トタン���円の�／�以内（上限���円）

※ただし、�戸未満で設置される場合にも、　

設置延長���ｍ以上など、条件によっては対象

となります。

●野猪捕獲柵設置事業
■助成条件

　設置した捕獲柵を適正に管理するには、有

害鳥獣駆除班長および管理責任者の署名、押

印が必要です。

　捕獲柵設置は、地域のみなさんによる作業

となります。

■補助額

　捕獲柵設置に係る資材費の�／�以内

　（上限あり）

■受付期限

　�月��日�

■問い合わせ先

　農林課林業振興係（������）

　大佐支局（������）　神郷支局（������）

　哲多支局（������）　哲西支局（������）

　　市では、農作物への被害を防止するため、防護柵、捕獲柵の設置費用の助成を行っています。
　被害防止のために、早めに計画を立て、受付期限内にお申し込みください。
　※いずれの柵も設置する前に申請を行ってください。

���������	
��

��������





��
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　市内には、商店や事務所の広告板や広告塔、催しの案内などの看板・ポスターが目に入ります。これら

は必要な情報源であり、地域を活気づけるものですが、その一方で、景観を損ねたり、通行人に危害を及

ぼすこともあります。

　そのため、屋外広告物の表示、掲出にあたっては、法律や条例などで一定の義務や規制が課せられて

いますので、設置する場合は、あらかじめ許可を受ける必要があります。

□屋外広告物とは

　　常時または一定の期間継続して屋外で公衆に表示されるものでその目的を問いません。

　　ポールサイン、建物の壁面や屋上に設置する広告、突出広告、アドバルーンおよびバスや電車の車

体を利用した広告など、さまざまなものがあります。

　※自己の土地・建物内であっても掲出できないものや、許可の必要なもの、大きさなどに規制が必要

　なものなどがあります。

　　詳細については、問い合わせください。

　■問い合わせ先　　建設課維持管理係（������）

��������	
��
�������

��������

　新しいホームページ（トップページ）の主な機能を
ご紹介します。

�どのページにも表示される共通の部分で、文字サイ
ズや背景色の変更機能、主要な�つのメニューなど
を配置しています。
�検索機能や新見市の紹介に関するメニューなどを配
置しています。
�市からの重要な情報や注目情報を掲載しています。
�市からの新着情報を「イベント」や「募集」など、
情報の種類ごとに見出しつきで掲載しています。

�人生の節目で起こる出来事に関する手続きをまとめ
たメニューです。
�日常生活と関係の深い市役所の業務をまとめたメニ
ューです。
�防災情報やいざという時に役立つメニューを配置し
ています。
�新見まちかどマップは�月�日から新しくなり、市
内の各施設の位置情報を案内地図、航空写真などに
掲載しています。位置を探したり、ルートを検索し
たりすることができます。

　�道路情報マップ
　　市道、農道、林道などの道路情報を表示します。
　�防災マップ
　　避難所、ライブカメラなどを表示します。
　�観光マップ
　　観光施設などを表示します。
　�医療福祉マップ
　　病院や医院、介護福祉施設などを表示します。
　�生活マップ
　　郵便局、葬儀場など日常生活に関わる施設を表示
　します。
　�公共施設マップ
　　学校、官公庁などの公共施設を表示します。

　新見市ホームページＵＲＬ
　http://www.city.niimi.okayama.jp/

■問い合わせ先
　企画政策課広報係（������）

��������������������
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�

�
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※開催日は都合により変更　 
　する場合があります。
※時間はいずれも、��時から　
　��時までです。

■申し込み・問い合わせ先
　〒���－����
　新見市新見���番地�
　生涯学習課生涯学習係
　（������・������）

������
��

��������

�月�日（日）
��：��～��：��
三室総合案内所で開催

���
�������

　三室観光組合では神郷油野三室地区

にある三室総合案内所を会場にシャク

ナゲ祭りを開催します。

　三室峡には千本以上のホンシャクナ

ゲが自生しており毎年�月下旬から�

月上旬にかけて三室峡一面を彩ります。

　また、地元特産物の販売なども行い

ますのでご家族おそろいでご来場くだ

さい。

■内容
　神郷神明社による備中神楽
　地元特産物の販売など各種バザー
■問い合わせ先
　三室観光組合（������）
　神郷支局（������）

���

初心者向けのやさしいパソコン講座ですので、

初めての人もお気軽にご参加ください。 

主な内容日月主な内容日月

デジカメ��・��・����ワープロ��・��・���

ワープロ��・��・����インターネット��・��・���

パソコン初心者��・��・���表計算��・��・���

ワープロ(初歩)��・��・���宛名ラベルなど��・��・���

宛名ラベルなど��・��・���ワープロ��・��・���

年賀状作成��・��・����

�月�日（木・祝）
��：��～��：��
きらめき広場・哲西周辺、鯉が窪湿原で開催

�������������

　第��回鯉が窪湿原まつりを開催します。

　道の駅「鯉が窪」近くの圃場では、農耕を司る神

様を祭る「さんばいさん」が行われた後、県重要無

形民俗文化財である、牛による代かきと太鼓や歌に

合わせて苗を植える「太鼓田植え」が披露されます。

　その他、ステージイベントや特産品の販売、各種

バザーなども行われます。ご家族お誘い合わせのう

えご来場ください。

　また、湿生植物を見ることができる春の鯉が窪湿

原の散策もお楽しみください。

※牧水二本松公園でも 野  点 ・バザーなどを開催します。
の だて

■問い合わせ先
　第��回鯉が窪湿原まつり実行委員会
　事務局：哲西支局（������）

※各講座の参加費、定員などくわしい内容は、５月以降の市報にいみで
　お知らせします。

��������	
��
��������
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　市では平成２５年度中に特別養護老人ホームを整備する事業者を募集します。

なお、くわしくは、市ホームページ（http://www.city.niimi.okayama.jp/）

の募集要項をご覧ください。

��������	
��

��������	


■受付期間など
　�月��日�～�月��日�
　�：��～��：��
　※福祉課施設指導係にご持参ください。（郵送不可）
　　６月中に提案説明会を開催します。

■問い合わせ先
　福祉課施設指導係（������）

　E-mail：fukushi@city.niimi.okayama.jp

��������	
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�
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■募集施設

整備区分入所定員施設種別

新設

���床以内

（ショートステイ

専用床を除く）

特別養護老人

ホーム

��������	
��
���

　焼物の原点でもあり文様の美しい縄文焼と、よみがえった伝統の法曽焼。

心と技を学びながら、子どもから大人まで楽しんで陶芸体験ができます。

●開催日　毎月第�日曜日（個人参加）

　　　　　※団体の場合随時

●時間　　��：��～��：��

●場所　　新見市法曽陶芸館「猪風来美術館」　

　　　　　陶芸体験創作学習館

●講師　　館長・縄文造形作家　猪風来

●コース

　Ａ　縄文焼（縄文野焼きコース）自然に依拠

した縄文時代の心を学び、オブジェや土器・

土面などを作ります。焼成は、春と秋の

「縄文野焼き祭り」で行います。

　Ｂ　法曽焼（電気窯コース）地元法曽の粘土を

使い、器やオブジュなどを作ります。 釉  薬 を
ゆう やく

施して、約�か月に一度電気窯焼成します。

●参加費

　Ａ　一般　　　　�,���円

　　　中学生以下　�,���円

　Ｂ　一般　　　　�,���円

　　　中学生以下　�,���円

※支会活動・体験学習など各種団体、サークル、

グループでの申し込みの場合は、随時対応で

きますのでご相談ください。

��������	
��
��
�������
　新見市法曽陶芸館「猪風来美術館」では、毎年恒例の「春の縄文野焼
き祭り」を開催します。山里の春の息吹のなかで縄文野焼き体験をして
みませんか。
　会場では、縄文体験コーナーとして土器による煮炊き、 勾  玉 や土偶作

まが たま

りも行います。
　どなたでも自由に参加・見学できますので、みなさんお誘い合わせてお越しください。

　●日時　�月��日�　�：��～��：��

　●場所　新見市法曽陶芸館「猪風来美術館」前広場

■申し込み・問い合せ先　　新見市法曽陶芸館「猪風来美術館」（��2444）

■募集する整備予定地域
　新見市中心市街地近辺
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私
は
介
護
員
に
な
っ
て

約
�
年
で
す
。　

歳
の
時
、

��

今
が
良
い
切
り
だ
と
転
職

し
ま
し
た
。
施
設
を
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
み

な
さ
ん
は
ど
な
た
も
可
愛

く
、
優
し
い
方
ば
か
り
で

す
。
苦
手
だ
な
と
思
う
方

が
一
人
も
居
な
い
の
が
、

我
な
が
ら
不
思
議
で
す
。

『
あ
ん
た
も
年
取
り
ゃ
あ
、

い
ず
り
ゃ
あ
、
こ
う
な
る

ん
で
ぇ
』
と
、
ご
自
身
の

お
姿
を
見
せ
る
事
で
、
私

た
ち
に
教
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
よ
う

に
、
思
わ
ず
抱
き
し
め
た

く
な
る
程
愛
お
し
い
高
齢

者
に
、
私
が
な
れ
る
の
か

自
信
あ
り
ま
せ
ん
。
何
故

な
ら
、
時
代
的
に
す
ご
い

苦
労
を
体
験
も
せ
ず
私
は

成
長
し
て
き
た
か
ら
で
す
。

『
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
そ

れ
で
良
し
』
の
価
値
観
が
、

情
け
な
い
事
に
私
の
頭
の

中
か
ら
抜
け
な
い
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
が
介
護

に
目
覚
め
た
き
っ
か
け
は
、

身
内
の
死
で
し
た
。
供
養

を
通
し
て
お
釈
迦
様
と
道

元
禅
師
の
教
え
を
知
り
、

そ
れ
は
真
理
で
素
晴
ら
し

い
精
神
世
界
だ
と
敬
服
致

し
ま
し
た
。
今
は
介
護
が

天
職
！
。
や
っ
た
ぁ
！
施

設
利
用
者
の
み
な
さ
ん
と

素
晴
ら
し
い
同
僚
た
ち
と

職
場
が
、
私
の
宝
物
な
ん

で
す
！

��
の 
�
��
��
��
か 
ら 
見
た �
�
�
�

新
見
公
立
大
学

看
護
学
部
３
年 

森も
り

   
　
 
陽  
子   
さ
ん

よ
う 

こ

（
出
身 ‥

徳
島
県
名
西
郡
神
山
町
）
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 松  田  成  功   さん
まつ だ しげ のり

［新見市上市］ 

� � � � � � � � 	
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Hello Niimi ! 
Rather than talk about my wonderful year in Japan, my work 
or my travels abroad, I thought I would try something a little 
different for this edition of Across Borders. Four questions! 
Ready? Start! 
　Q: Which is worse, failing or never trying? 
　A: Never trying. Failure teaches us many things. 
　Q: What are you most grateful for? 
　A: My friends and family. Also, that I have been able to live in 
　　 a time of relative peace and prosperity, allowing me to live 
　　 a life that my grandparents could only dream of. 
　Q: Has your greatest fear ever come true? 
　A: Yes. Mukade. 
　Q: If you had to work in a foreign country besides Japan, 　
　　where would you live and why? 
　A: Leave Japan?? Japan is the best! But if I had to choose, 
　　 I would say South France. The Cote d'Azur is a beautiful 　
　 place that has delicious food and is rich in culture! 

Final Word: I would just like to use this last space to express my 
sincere gratitude to my wonderful coworkers and the kind 
people of Niimi and Japan. Also, congratulations to all of my 
fantastic 3rd year students at Niimi Dai Ichi Chuu Gakou who 
will be moving on to bigger and better things!  Thank you for 
making the last 3 years at Ichu the best ever!

�

�

�

第　

通
��

  新  谷   芳 満   さん�

しん たに よし みつ

津山市（出身：上市　旧姓：小川）

　

細
い
坂
道
と
段
々
畑
・
炭
焼
小

屋
の
煙
・
沢
蟹
の
遊
ぶ
せ
せ
ら
ぎ
・

小
さ
な
集
落
・
厳
し
い
生
活
環
境

で
し
た
が
、の
ど
か
で
、な
つ
か
し
い

故
郷
で
す
。

　

活
性
化
し
た
新
見
は
故
郷
を
想
う
心
の
支
え
に
な
っ

て
い
ま
す
。無
事
定
年
を
迎
え
、
よ
う
や
く
夫
婦
�
人
の

し
あ
わ
せ
な
時
を
過
ご
す
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
は
亡
き
両
親
と
育
ん
で
く
れ
た
故
郷
の
自
然

と
人
々
に
感
謝
し
な
が
ら
、新
見
の
発
展
を
祈
っ
て
ま
す
。

　

ガ
ン
バ
レ
新
見
！　

支
え
合
お
う
上
市
！

爛
漫
、城
山
の
桜
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　
　

数
年
前
、
国
を
守
る
…
と
い
う
思
い
が
目
標

��

と
な
り
、
卒
業
と
同
時
に
自
衛
隊
善
通
寺
駐
屯
地
に
入

隊
、
広
島
を
は
じ
め
数
度
の
転
勤
を
重
ね
、
最
終
的
に

津
山
に
住
ま
い
を
構
え
ま
し
た
。
お
陰
様
で
子
ど
も
た

ち
も
巣
立
ち
、
�
人
の
孫
に
恵
ま
れ
、夏
休
み
な
ど
に
帰

省
し
て
く
れ
る
の
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら
、近
辺
の
歴
史

探
訪
や 
欅 

け
や
き 
材 
を
主
と
す
る
木
工
芸
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ざ
い

　

新
見
は
歴
史
上
に
も
興
味
の
あ
る
話
が
語
り
継
が

れ
て
い
ま
す
。
戦
国
武
将
三
村
元
範
の 
楪 

ゆ
ず
り
は 
城 
と
早
乙
女

じ
ょ
う

岩
、
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
祐
清
と
た
ま
が
き
に
関
す
る
事
な

ど
を
時
間
を
か
け
て
訪
ね
た
い
で
す
。

★

春
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新見のみなさん、こんにちは！

今回のアクロス・ボーダーでは、仕事のことや海外旅行のこと、そして日本

での素敵な生活のことを語るより、少し趣向を変えてみたいと思います。そ

こで�つの質問を用意してみました。準備はいいですか？　それでは始め

ましょう！

　問：失敗する事、挑戦をためらう事、どちらが嫌ですか？

　答：挑戦しないこと。失敗からは多くのことが学べるので。

　問：一番感謝しているのは？

　答：友人と家族。そして、激動の時代を生き抜いた祖父母が夢見るだけ

であった、平和と繁栄の時代に生を受けていることにも感謝してい

ます。

　問：これまで、人生で最大とも呼ぶべき恐怖の体験はありましたか？

　答：はい。ムカデです。

　問：日本以外の国で仕事をしなければならないとしたら、どこが良いです

か？　そしてそれはなぜですか？

　答：日本を離れるって？　日本が一番です！　でも、どうしても選ばないと

いけないのであれば、南フランスを選択します。南フランスのコート

ダジュールは食べ物も美味しく、文化的にも優れた、本当に美しいと

ころです。

　最後に、今回のアクロス・ボーダーの締めとして、素晴らしい同僚のみな

さん、そして本当にやさしい新見のみなさん、日本のみなさんに最大限の

感謝を述べたいと思います。そして、私の生徒である新見第一中学校�年

生のみなさんの新たなる門出を祝福いたします！　一中での�年間を最高

のものにしてくれてありがとう！
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　�月�日�から�日�にかけて全国一斉に春の火災予防
運動が実施されました。初日の�日には、草間の田中梨恵
子さんが愛犬とともに「�日消防署長」に委嘱されました。
田中さんは、本郷幼稚園・保育所を訪れ園児の避難訓練を
見守った後、にいみプラザ前でパンフレットなどを配り、
住宅用火災警報器の設置など啓発活動に努めました。

　�月�日�、まなび広場にいみで、男女共同参画社会づ
くりフォーラムが催され、市民約��人が参加しました。
　“子どもの心を育てるには～目に見えない心を育てる方
法を伝授します！”をテーマとした今回のフォーラムで
は、男性保育士の菊池政隆さんによる講演が行われまし
た。この中で菊池さんは、女性ばかりの職場で挫折を繰
り返したことなど、自身の経験を交えながら親子のスキ
ンシップや褒めて心を育てることの大切さなどを話され
ました。

　�月�日�から��日�にかけて、まなび広場に
いみで縄文造形作家の猪風来さんの作品展を開催
しました。会場には、法曽焼抹茶茶椀のほか、美
しい模様の「大地の雫」シリーズなど��点と、法
曽焼同好会員の作品��点が展示されました。
　猪風来美術館の開館から�年、法曽焼の復興と
縄文造形との融合に力を注ぎ、この日展示された
作品は、息をのむ程の迫力のあるものばかりでし
た。

息をのむ迫力
●猪風来の世界展

����使い意見発表
●デジタル授業を公開

春の火災予防運動
●１日消防署長

褒めて子どもの心を育てる
●男女共同参画社会づくりフォーラム

　�月��日�ＩＣＴを活用した教育推進モデル校の
哲西中学校でデジタル授業の公開を行い、市内の教員
や行政関係者約��人が参加しました。
　この日は、タブレット端末（�����）と電子黒板を使
い、命の尊さを語る絵本「葉っぱのフレディいのちの旅」
を題材に、道徳の授業を行いました。
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グラウンドゴルフで交流を深める
●国際交流ふれあいデイ

　�月��日�、まなび広場にいみで、新見公立短期大学
の卒業証書授与式が行われ、生徒���名をはじめ、保護
者や先生、在学生が出席しました。
　各学科の代表者に卒業証書が授与されたほか、優秀学
生�人に「赤木孜一賞」が贈られました。卒業生たちは、
華やかな着物やスーツを装い新見での思い出を胸に、そ
れぞれの新しい道へと巣立っていきました。

　�月�日�から�日�にかけて、新見の太池邸・御
殿町センター・新見商店街で「にいみ雛まつり」が開
催され、親子連れなど、多くの人が訪れました。
　地域の活性化のために、にいみ雛まつり実行委員会
が企画したもので、主会場の太池邸では、市民から提
供された段飾りや手作り雛などが展示され、訪れた人
の目を楽しませていました。

親子連れなどで賑わう
●にいみ雛まつり

　�月��日�、新見市憩いとふれあいの公園で、「国際交流ふれ
あいデイ」が開かれました。これは新見市国際交流協会が、市内
在住の外国人と市民との交流を深める目的で毎年開催している
もので、今回はグラウンドゴルフでの交流が行われました。
　市内在住の外国人など��人と市民��人が参加し、�コースを
�ラウンド回りました。グラウンドゴルフの後は、新見市婦人
連合協議会のみなさんが作られた山菜おこわを食べながら歓談
しました。

　　水田を有効に活用しよう
　　　 ●営農座談会

　�月�日�から�日間、営農座談会が開催されました。　
これは、農業経営の安定と食糧自給率の向上を目的として
開かれるもので、��日�には、きらめき広場・哲西で開催さ
れ地元の農業者��人が出席し、中四国農政局・新見市・ＪＡ
阿新の担当職員からの説明を受けました。
　この中で、市からは農業者戸別所得補償制度・転作交付
金の対象作物や交付金の単価などについて説明し、出席し
た農業者は、さまざまな質問を行っていました。

それぞれの新しい道へ
●新見公立短期大学卒業式
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新
学
期
を
迎
え
、
子
ど
も
た
ち
は
新
し
い

環
境
と
な
り
、
生
活
習
慣
も
乱
れ
が
ち
に
な

っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

も
う
一
度
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
し

ょ
う
！

【
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
か
ら
…
】

　

夜　

時
以
降
に
寝
る
遅
寝
の
子
ど
も
が
増

��

え
て
お
り
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
生
活
環
境

に
異
変
が
起
き
て
い
ま
す
。
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夜
更
か
し
す
れ
ば
、
次
の
日
は
、
睡
眠
不

足
に
な
り
ま
す
。「
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
て
、
活

動
に
の
れ
な
い
」「
無
表
情
」「
イ
ラ
イ
ラ
し

て
攻
撃
的
」
な
ど
の
心
配
行
動
が
目
立
つ
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
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脳
に
あ
る
体
内
時
計
は
�
日
お
よ
そ　

時
��

間
で
動
い
て
い
ま
す
。
放
っ
て
お
く
と
、
体

内
時
計
は
ど
ん
ど
ん
ず
れ
て
、
生
体
リ
ズ
ム

（
睡
眠
・
覚
醒
・
体
温
・
ホ
ル
モ
ン
分
泌
）
が

バ
ラ
バ
ラ
に
動
き
出
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
が
原
因
で
疲
れ
が
抜
け
に
く
く
な
り
食
欲

や
集
中
力
が
低
下
し
ま
す
。
�
時
間
の
ズ
レ

を
調
整
す
る
の
が
、
朝
の
太
陽
の
光
で
す
。

朝
日
を
感
知
す
る
と
体
内
時
計
が
リ
セ
ッ
ト

さ
れ
、
�
日
の
規
則
正
し
い
リ
ズ
ム
が
つ
く

��

����
����

　子どもの夜間の急な発熱、けいれんなどの症状について当番の小児科医または看護師等が
電話で相談に応じるとともに受診などについて適切なアドバイスを行います。

■電話番号　����� または�������������
　　　　　　※＃����については、携帯電話およびプッシュ回線固定電話のみご利用できます。
■相談日時　�平日：��：��～��：�� 
　　　　　　�土曜、日曜、祝日： ��：��～��：��（および��月��日 ～翌年�月�日）
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の子どもおよびその保護者

ら
れ
ま
す
。
こ
の
リ
ズ
ム
を
身
に
つ
け
る
と
、

ホ
ル
モ
ン
な
ど
の
生
体
リ
ズ
ム
も
整
い
や
す

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
朝
起
き
た
ら
、
朝

日
を
浴
び
、「
お
は
よ
う
！
」
と
大
き
な
声
で

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

�
�
�
�
�
����
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

　

眠
っ
て
い
る
間
に
脳
下
垂
体
か
ら
成
長
ホ

ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
身
体
の
成
長
を
促
進

し
ま
す
。

　

成
長
ホ
ル
モ
ン
は
、
骨
を
伸
ば
し
、
筋
肉

を
増
や
し
、
痛
ん
だ
組
織
を
修
復
し
ま
す
が
、

遅
寝
に
よ
っ
て
こ
の
働
き
が
妨
げ
ら
れ
ま
す
。

　

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�


�
�

　

睡
眠
が
短
い
と
、
肥
満
を
誘
発
し
ま
す
。

食
欲
を
抑
え
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を
促
す
ホ

ル
モ
ン
が
減
り
、
食
欲
を
高
め
る
ホ
ル
モ
ン

が
増
え
ま
す
。
遅
寝
は
朝
食
抜
き
に
な
り
や

す
く
、
肥
満
や
体
調
不
良
を
招
き
ま
す
。
ま

た
、
遅
寝
に
よ
っ
て
、
間
食
や
夜
食
を
食
べ

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

　

メ
ラ
ト
ニ
ン
は
自
然
な
眠
り
を
誘
う
ホ
ル

モ
ン
で
、
老
化
予
防
や
抗
ガ
ン
作
用
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
ラ
ト
ニ
ン
は
夜
遅
く
な
る
と
出
て
く
る

ホ
ル
モ
ン
で
�
才
〜
�
才
の
と
き
に
多
く
分

泌
さ
れ
ま
す
。
遅
寝
で
明
る
い
所
に
い
る
と
、

メ
ラ
ト
ニ
ン
の
分
泌
が
抑
え
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

【
子
ど
も
の
早
寝
を
実
現
す
る
た
め
に
】

�
両
親
が
少
し
で
も
早
め
に
帰
宅
す
る
。

�
夕
食
時
刻
を
で
き
る
だ
け
早
め
る
。

�
テ
レ
ビ
の
視
聴
を
意
識
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
。

�
日
中
の
活
動
、
特
に
運
動
遊
び
を
行
う
。

�
食
事
・
お
昼
寝
・
お
風
呂
な
ど
の
時
間
を

決
め
る
。（
家
族
の
協
力
が
必
要
で
す
。）

�
い
き
な
り　

分
早
起
き
す
る
。

��

【
朝
ご
は
ん
は
１
日
の
パ
ワ
ー
の
源
で
す
！
】

　

朝
ご
は
ん
は
体
に
栄
養
を
送
り
、
脳
を
活

性
化
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
体
温
を
上
昇

さ
せ
て
日
中
の
活
動
に
適
し
た
体
内
環
境
を

つ
く
っ
て
く
れ
ま
す
。
欠
食
す
る
と
集
中
力

の
欠
如
に
も
繋
が
り
、
気
力
、
体
力
な
ど
心

身
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
親
子
保
健
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）



����������
�����������

���������������������������������
���������������������� 高尾高西町・介護老人保健施設

「くろかみ」内

■問い合わせ先　市民課 地域医療係  （������）

����������������������
���������������������� ��������	

����������	


����������������������
����������������������

��������	
��

��������	
����
���
�

��������	
�

新見市休日・準夜間診療所（������）
診 療 日：月～金曜日
休 診 日：毎週土曜日、 日曜日 、 祝日 
診療科目：内科、小児科

診療時間：��：��～��：��

����
新見市　新見中央病院 ������　　
庄原市　東城病院 �����������
真庭市　金田病院（内･外） ����������
真庭市　松坂医院（内） ����������

�／�
�

新見市　太田病院 ������　　
庄原市　瀬尾医院 �����������
真庭市　勝山病院（内･外） ����������
真庭市　さくもとクリニック（外） ����������

�／�
�

新見市　渡辺病院 ������　　
庄原市　こぶしの里病院 �����������
真庭市　落合病院（内） ����������
真庭市　金田病院（外） ����������
真庭市　岸本医院（外） ����������

�／��
�

新見市　長谷川紀念病院 ������　　
庄原市　細川医院 �����������
真庭市　近藤病院（内･外） ����������
真庭市　さとう医院（外） ����������

�／��
�

新見市　渡辺病院 ������　　
庄原市　日伝医院 �����������
真庭市　中山病院（内・外） ����������
真庭市　谷田医院（外） ����������

�／��
�

新見市　太田病院 ������　　
庄原市　三上クリニック �����������
真庭市　湯原温泉病院（内･外） ����������
真庭市　杉江医院（内・外） ����������

�／��
�

新見市　新見中央病院 ������　　
庄原市　東城病院 �����������
真庭市　金田病院（内･外） ����������
真庭市　遠藤クリニック（外） ����������

�／�
�

新見市　新見中央病院 ������　　
庄原市　こぶしの里病院 �����������
真庭市　勝山病院（内・外） ����������
真庭市　牧原医院（外） ����������

�／�
�

新見市　長谷川紀念病院 ������　　
庄原市　瀬尾医院 �����������
真庭市　落合病院（内） ����������
真庭市　金田病院（外） ����������
真庭市　片岡医院（内） ����������

�／�
�

新見市　渡辺病院 ������　　
庄原市　東城病院 �����������
真庭市　近藤病院（内･外） ����������
真庭市　河本病院（内） ����������

�／�
�

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（������）

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（������）
※受付時間　�：��～��：��　

��

��

※健診時に必要なものなど、健診の詳細については健診日の概ね�ヶ
月前までに、保護者あてにご案内します。

※育児相談、健康診査は、新見市に住民登録（住民票）のある人のみ
受けることができます。

■問い合わせ先

　健康づくり課親子保健係（������）

※��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血の経験がある人に限
られます。

※身分確認ができる物を持参してください。

���
��������

��：��～��：��新 見 市 消 防 本 部木�月�日

��：��～��：��
山 村 開 発 セ ン タ ー水�月��日

��：��～��：��

��：��～��：��新 見 商 工 会 議 所
月�月��日

��：��～��：��サ ン パ ー ク 新 見

���������	

�����������

　平成��年��月生・
　平成��年�月生

��：��～��：��
新見市
保健福祉
センター

水�月��日

���������	
�
�����������

平成��年
�月・�月生

��：��～��：��
新見市
保健福祉
センター

木�月��日

���������	

�����������

平成��年�月生��：��～��：��
新見市
保健福祉
センター

火�月��日

���������	

�����������

平成��年�月生��：��～��：��
新見市
保健福祉
センター

水�月�日

��������
�����������

平成��年�月生��：��～��：��
新見市
保健福祉
センター

火�月��日



������������
���������

　

満　

歳
以
上
の
人
は
、
学
生

��

で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
学
生
は
一
般
的
に
所
得

が
な
く
、
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
学
生
納
付
特
例
」
が
あ
り

ま
す
。

　

対
象
は
、
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期

大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種

学
校（
�
年
以
上
の
課
程
）な
ど

に
在
学
す
る　

歳
以
上
の
学
生

��

で
す
。
ま
た
夜
間
・
定
時
制
課

程
や
通
信
制
課
程
の
学
生
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
場
所

　

市
民
課
国
保
年
金
係
、
各
支

局
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
各
年
金
事
務
所

※
平
成　

年
度
に
学
生
納
付
特

��

例
を
承
認
さ
れ
、
平
成　

年
��

度
も
同
じ
学
校
に
在
学
さ
れ

る
人
で
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
届

い
た
人
は
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
返
送
す
る
こ
と
で
申

請
が
済
み
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学

　

証
明
書
、
年
金
手
帳
、
印
鑑

■
承
認
期
間

　

平
成　

年
�
月
〜
平
成　

年

��

��

　

�
月

※
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。
就
職
な
ど
で
収

入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
場
合
は
、
将
来
受
取
る
年

金
を
増
額
す
る
た
め
、　

年
��

以
内
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
追

納
制
度
」
を
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事

　

務
所

　

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
）

　

市
民
課
国
保
年
金
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

土
地
、
家
屋
、
交
通
事
故
、
金

銭
の
貸
借
、
離
婚
、
相
続
、
人
権
、

子
ど
も
の
非
行
・
人
権
、登
記
な

ど
の
法
律
問
題
で
お
困
り
の
人

は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

■
開
催
日

　

�
月
�
日
�

■
受
付
時
間

　
　

時
〜　

時

��

��

■
場
所

　

岡
山
地
方
・
家
庭
裁
判
所
新

見
支
部
会
議
室
（
新
見
市
新

見
�
�
�
�
番
地
）

■
担
当

　

岡
山
弁
護
士
会

　

岡
山
地
方
法
務
局

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
地
方
裁
判
所
新
見
支
部

　

庶
務
課
（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�

　　

「　

歳
以
上
へ
の
定
年
引
上

��

げ
」、「
定
年
の
定
め
の
廃
止
」

ま
た
は
「
希
望
者
全
員
を
対
象

と
す
る　

歳
以
上
ま
で
の
継
続

��

雇
用
制
度
の
導
入
」
を
し
、
�

か
月
以
上
経
過
し
た
中
小
企
業

事
業
主
に
対
し
、
導
入
し
た
制

度
に
応
じ
て
一
定
額
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

奨
励
金
の
受
給
に
当
た
っ
て

は
一
定
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で

く
わ
し
い
内
容
は
、
独
立
行
政

法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇

用
支
援
機
構　

岡
山
高
齢
・
障

害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用

支
援
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
:/w
w
w
.je
e
d
.o
r.jp
/

）

で
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支

　

援
セ
ン
タ
ー

　

岡
山
市
北
区
下
石
井
�
�
�
�
�

　

岡
山
第
一
生
命
ビ
ル
�
階
、

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

�
�

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納

付
特
例
の
申
請
に
つ
い
て

　

本
年
度
も
年
間
�
回
の
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
和
食
の
伝
承

を
中
心
と
し
た
教
室
で
す
。
み

な
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。　
　
　

�
「
巻
き
寿
司
」
�
月　

日
�

��

�
「
け
ん
び
き
焼
き
」

　
　

�
月　

日
�

��

�
「
パ
ン
教
室
」
�
月
�
日
�

�
「
お
は
ぎ
」
�
月
�
日
�

�
「
流
し
焼
き
」　

月　

日
�

��

��

�
「
秋
野
菜
料
理
」

　
　
　

月　

日
�

��

��

�
「
雑
煮
」　

月　

日
�

��

��

�
「
お
菓
子
づ
く
り
」

　
　

平
成　

年
�
月　

日
�

��

��

�
「
ち
ら
し
寿
司
」

　
　

平
成　

年
�
月
�
日
�

��

※
時
間
は
い
ず
れ
も
�
時　

分
��

〜　

時
��

○
参
加
費

　

実
費
（
�
�
�
円
程
度
）

※
パ
ン
教
室
・
お
菓
子
づ
く
り

は
�
�
�
�
円
程
度

○
会
場

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
金
谷
）

※
パ
ン
教
室
は
哲
西
町
道
の
駅

「
鯉
が
窪
」

無
料
法
律
・
人
権
相
談
所

を
開
設
し
ま
す

中
小
企
業
定
年
引
上
げ
等

奨
励
金
の
ご
案
内

平
成　

年
度
新
見
公
民
館

２４

料
理
教
室　

参
加
者
募
集



����������
�����������

○
募
集
人
数

　

各
教
室　

名
（
年
間
の
希
望

��

を
一
括
し
て
受
け
る
の
で
、
募

集
は
年
度
当
初
一
回
限
り
で

先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
公
民
館
（
�
�
�
�
�

�
）、
ま
な
び
広
場
に
い
み

（
�
�
�
�
�
�
）

※
参
加
申
込
は
、
新
見
公
民
館
、

ま
な
び
広
場
に
い
み（
受
付
）

に
あ
る
参
加
申
込
書
に
よ
り
、

新
見
公
民
館
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
魚
釣
り

に
出
か
け
る
機
会
も
多
く
り
ま

す
が
、
釣
り
竿
が
電
線
に
触
れ

る
と
電
気
を
通
し
感
電
す
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。
特
に
カ
ー
ボ

ン
製
の
釣
り
竿
は
、
電
線
に
近

づ
け
た
だ
け
で
感
電
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

魚
釣
り
は
電
線
の
な
い
所
で

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
国
電
力
�

　

岡
山
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

　

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

�
�
）

　

岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見
支

所
で
は
、
精
神
科
医
師
・
保
健

師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
開

催
し
ま
す
。　

■
日
時
（
�
月
分
）

●
精
神
科
医
師
に
よ
る　
　
　

　

心
の
健
康
相
談

　

�
月　

日
�

��

　
　

時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��

　

�
月　

日
�

��

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

●
思
春
期
心
の
健
康
相
談

　

�
月　

日
�

��

　
　

時
〜　

時

��

��

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
岡
山
県
備
中
県
民
局
新
見

　

地
域
事
務
所
内
）

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も

　

し
て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所
へ
電

　

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
�
�
�
�
�
�
）

■
開
催
日

　

�
月　

日
�　

時
〜　

時

��

��

��

■
場
所

　

新
見
市
大
佐
小
南
�
�
�
番

地
�　

　

山
田
方
谷
記
念
館
研
修
室

■
参
加
料　

�
�
�
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

山
田
方
谷
記
念
館

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

水
質
汚
濁
防
止
法
が
改
正
さ

れ
、
�
月
�
日
か
ら
有
害
物
質

を
使
用
し
貯
蔵
す
る
施
設
の
設

置
者
は
、
該
当
す
る
施
設
の
構

造
な
ど
に
つ
い
て
市
長
へ
の
届

け
出
と
、
使
用
の
方
法
に
関
す

る
基
準
の
遵
守
、
定
期
点
検
お

よ
び
結
果
の
記
録
・
保
存
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

届
け
出
が
必
要
な
有
害
物
質

�����������

の
種
類
な
ど
く
わ
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
生
活
環
境
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
法
律
の
改
正
内
容
は
、

環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
検
索
が
可
能
で
す
。

〈
環
境
省
〉

h
ttp
://w

w
w
.e
n
v
.g
o
.jp
/

w
a
te
r/c
h
ik
a
su
i/b
rie
f2

0
1
2
.h
tm
l

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

� � ���

　新見小岸住宅団地（�区画）・西方郷原住宅団

地（�区画）を分譲しています。

　新見市で自然環境と調和した、ゆとりと潤いのある

暮らしをしませんか。

■問い合わせ先　

　新見市土地開発公社（総務課内）（������）

「
山
田
方
谷
先
生
を
学
ぶ

会
」を
開
催
し
ま
す

水
質
汚
濁
防
止
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
す■問い合わせ先　

　岡山労働局労働基準部賃金室
　（����－���－����）
　または、最寄りの労働基準監督署

��������	

�������

発効日時間額地域別最低賃金

平成��年��月��日���円岡山県最低賃金

発効日時間額特定最低賃金（岡山県内）

平成��年��月��日���円鉄鋼業

平成��年��月��日

���円耐火物製造業

���円自動車・同附属品製造業

���円
船舶製造・修理業

船用機関製造業

平成��年��月��日
���円一般機械器具等製造業

���円電気機械器具等製造業

平成��年��月��日���円各種商品小売業

心
の
健
康
相
談
を　
　
　

開
催
し
ま
す

釣
り
竿
で
の
感
電
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！



������������
���������

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

�月��日�　��：��～　子ども映画会（哲西）

�月��日�　��：��～　こどもの読書週間

　　　　　　　　　 　「こどもお楽しみ会」（新見）

　　　　　　��：��～　こども映画会（新見）

���������	

　�哲西図書館
　　�月�日�～��日�　蔵書点検のため

���������	
��
�
�����������������
��������	
��
�
　■こどもの読書週間行事
　�新見図書館
　　マガジンリサイクル　�月��日�、��日�
　　「家族で読もうよ！」本の展示

�����������	
���


�
�
�

�
��

�
�
�

�
�
�
�

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書などは、この�施設のどこ
でも返却できます。  ただし、この�施設が所蔵する図書等に限ります。

休館日�■■�����
新見市新見��� -� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■���������	
����
新見市大佐小阪部���� -� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■��������	
��

�

新見市神郷下神代���� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��）

休館日�■■�����
新見市哲西町矢田���� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
����
新見市哲多町本郷����� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
�
新見市西方���� -� （������  ���������）
������������	
��		�	
���������	
������������	
�

�
月
の
休
館
日

土金木水火月日

�������

������������

��������������

��������������

������
������

����������

　国の交付金事業により、新見図書館の改修や移動図書

館車の更新をはじめ、各図書館（新見、哲西）・図書コー

ナー（大佐、神郷、哲多）図書の充実を図りました。

　新見図書館は、入口のスロープを改修し、屋根を全面

に取り付け、雨の日でも駐車場からスムーズに入館でき

るようになりました。また、壁や床の張り替えにより、

明るい雰囲気となっています。

　移動図書館車は、現在市内の小中学校を中心に巡回し

ていますが、老朽化が激しか

ったため更新したもので、

「わかくさ号」の愛称はそのままに、デザインを一新しています。

　さらに、各図書館・図書コーナーの古い図書を更新するとと

もに、たくさんの新刊図書を購入することができました。

　今後とも多くの市民のみなさんにご利用いただきたいと思い

ます。



����������
�����������

�����

世
界
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
科
学
・
数
学
・

文
学
な
ど
に
も
造
詣
が
深
く
、
こ
れ
ま
で

出
版
さ
れ
た
著
書
は
�
�
�
冊
を
超
え
、

こ
れ
ら
の
業
績
に
対
し
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国

際
児
童
図
書
展
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
大
賞
、
国

際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
、
菊
池
寛
賞
な
ど
国

内
外
の
数
多
く
の
賞
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
津
和
野
町
立
安
野
光
雅
美

術
館
の
全
面
協
力
に
よ
り
、『
旅
の
絵
本

�
』（
デ
ン
マ
ー
ク
編
）
の
全
点
展
示
を
は

じ
め
、『
繪
本　

歌
の
旅
』『
歌
の
風
景
』

『
繪
本　

平
家
物
語
』
な
ど
名
作
絵
本
の
中

か
ら
約
�
�
�
点
を
展
示
し
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
、
魅
力
い
っ
ぱ
い

の
安
野
ワ
ー
ル
ド
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

新見市西方���番地（������）

　

島
根
県
津
和
野
町
出
身
で
、
絵
本
、
風
景
画
、

装
画
、
エ
ッ
セ
ー
な
ど
幅
広
い
分
野
で
世
界

的
な
活
躍
を
続
け
る
画
家
・
安
野
光
雅
。
安

野
氏
は
、
昭
和
�
�
（
�
�
�
�
）
年
、
文

章
の
な
い
絵
本
『
ふ
し
ぎ
な
え
』
で
絵
本
界

に
デ
ビ
ュ
ー
。
そ
の
後
も
、
豊
か
な
知
識
と

想
像
力
を
駆
使
し
緻
密
に
作
り
上
げ
ら
れ
た

視
覚
ト
リ
ッ
ク
や
遊
び
心
あ
ふ
れ
る
独
創
性

に
富
ん
だ
作
品
を
発
表
。
ま
た
繊
細
な
タ
ッ

チ
と
淡
い
色
調
の
水
彩
に
よ
っ
て
描
か
れ
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
並
み
や
日
本
の
ふ
る
さ
と

風
景
、
独
自
の
感
性
で
描
か
れ
た
歴
史
物
語

な
ど
、
そ
の
幅
広
い
画
風
は
、
こ
れ
が
同
一

作
家
の
描
い
た
作
品
か
と
思
う
ほ
ど
、
多
く

の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
才
能
の
豊
か
さ
は
、
芸
術
の

�
�
�
�
��

▼
�
月　

日
�
〜
�
月　

日
�
ま
で　

会
期
中
無
休

��

��

�
���
���
���
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

あ
ん 

の 

み
つ 

ま
さ

コペンハーゲン・ニューハウン『旅の絵本�』　����年
　福音館書店　津和野町立安野光雅美術館

�空想工房

��������������	
い ふう らい

新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�月曜日（ただし�／���は開館します）

�����

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

〈
企
画
展
〉�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

　

前
作
「
生
命
の
ま
ほ
ろ
ば
法
曽
」「
生
命

の
夜
明
け
法
曽
」
に
続
く
法
曽
シ
リ
ー
ズ

の
第
�
作
目
。
こ
れ
ら
は
法
曽
の
大
地
に

生
き
る
す
べ
て
の
生
命
へ
の
賛
歌
で
す
。

　

作
品
は
羊
の
毛
を
手
紡
ぎ
、
豊
か
な
自

然
の
色
を
頂
い
た
草
木
染
、
細
か
な
絵
柄

を
丁
寧
に 
綴 
れ
織
り
し
て
制
作
。
草
木
の

つ
づ

 
醸 
し
出
す
多
様
な
美
し
い
色
彩
と
手
織
の

か
も暖

か
い
感
触
が
、
画
面
で
躍
動
す
る
生
命

を
慈
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
会
場
に
は

法
曽
�
部
作
を
一
堂
に
展
示
、
ま
た
作
品

の
絵
柄
を
挿
絵
に
し
て
創
作
し
た
「
手
作

り
絵
本
」
も
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

��
�
��
�
�
�
�
	


�
�

い
の
ち

��
�
��
�
�
�
�
	



ほ
う
そ

夜
半
す
ぎ
に
白
い
霧
が
た
ち
の
ぼ
り　

あ
た
り
を
包
む
と
き
、
見
慣
れ
た
景
色
が

見
知
ら
ぬ
異
界
に
変
わ
る
。

霧
は　

こ
の
地
に
生
き
る
も
の
た
ち
の

息
を
あ
つ
め
て
形
作
ら
れ
て
き
た
。

遠
い
昔
か
ら
く
り
返
さ
れ
て
き
た　

命
の
い
と
な
み
の
息
を
あ
つ
め
て
。

　

「
生
命
白
い
竜
に
な
っ
て
」
は　

法
曽
の

山
や
空
や
川
や
谷
間
の
す
べ
て
の
生
命
の

息
づ
か
い
が
ま
じ
り
あ
い
、
壮
大
な
生
命

の
舞
い
を
繰
り
広
げ
、
白
い
竜
に
な
っ
て

明
け
方
天
空
に
昇
っ
て
い
く
様
子
を
表
現

し
て
い
ま
す
。

開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休 館 日��／��・��・���・���

●観覧料
　一　般…���（���）円　中高生…���（���）円
　小学生…���（���）円※市内小中学生は観覧無料
　（　）内は��人以上の団体料金

川野正毅木工芸展　�月��日�まで開催

会
期
▼
�
月
�
日
�
ま
で

「生命白い竜になって（部分）」



������������
���������

� � �

�
��
�

�
��
��
�
���から

���まで

��� ��� ���

��
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�哲多地域
�生活環境課環境保全係（�����）

�
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�草間・土橋・豊永・足見・正田
�生活環境課環境保全係（�����）

献血
���：��～��：���新見市消防本部
�健康づくり課健康支援係（�����）

心配ごと相談
��：��～��：���哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所（�����）

����
狂犬病予防注射
��：��～��：���菅生・熊谷
�生活環境課環境保全係（�����）

交通事故相談
���：��～��：���総合福祉センター
�生活環境課生活交通係（�����）

人権・行政合同相談
���：��～��：���おおさ総合センター
�大佐支局（�����）

心配ごと相談
���：��～��：���おおさ総合センター
�社会福祉協議会大佐支所（�����）

��

������

������

� ������ ������ �����

第��回鯉が窪湿原まつり
���：��～��：��
�きらめき広場・哲西周辺
�哲西支局（�����）



����������
�����������

� � � ���� ��� ��� ���

���
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�金谷・新見・高尾・西方
�生活環境課環境保全係（�����）

心配ごと相談
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�社会福祉協議会　本所（�����）

���

������
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�哲西地域
�生活環境課環境保全係（�����）

人権・行政合同相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�哲多支局（�����）

��
狂犬病予防注射
��：��～��：���哲西地域
�生活環境課環境保全係（�����）

消費生活相談
��：��～��：��
�山村開発センター小会議室
�商工観光課商工観光係（�����）

岡山県統一　ノーレジ袋デー
�参加各店舗（��店舗）
�生活環境課環境保全係（�����）

�
狂犬病予防注射
��：��～��：���哲多地域
�生活環境課環境保全係
（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所
（�����）

人権・行政合同相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

�
平成��年度新見市
消防操法訓練大会
��：��～
�哲多農村広場
�消防本部消防団係
（�����）

������
人権・行政・児童相談
���：��～��：���新見市総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

狂犬病予防注射
��：��～��：���神郷地域・足立
�生活環境課環境保全係（�����）

献血
���：��～��：�����：��～��：��
�山村開発センター
�健康づくり課健康支援係（�����）

心配ごと相談・法律相談（要予約）
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

��
狂犬病予防注射
��：��～��：���大佐地域
�生活環境課環境保全係
（�����）

��
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�千屋・坂本・上市・西方
�生活環境課環境保全係
（�����）

��

��������
消費生活相談
��：��～��：��
�山村開発センター小会議室
�商工観光課商工観光係（�����）

��
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�長屋・井倉・法曽・唐松・石蟹
�生活環境課環境保全係
（�����）

献血
���：��～��：��
�新見商工会議所
���：��～��：��
�サンパーク新見
�健康づくり課健康支援係
（�����）

��

� ������ ������ ������
心配ごと相談
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

�����������������
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■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
　〒���－���� 新見市新見���－�
　新見市総務部企画政策課　������

■ホームページ
　������������	�
��		�	�����������	

　携帯電話でもご覧になれます

平成��年 �月 号
平成��年�月�日  No.��

総人口 ��� ���人　　男  ��� ���人　　女  ��� ���人

世帯数 ��� ���世帯（平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���

■ひとのうごき （　 ）内は前月比較

　総人口　��,���人（－��人）
　　男　　��,���人（－��人）
　　女　　��,���人（－��人）
　出生…��人　 転入…��人
　死亡…��人　 転出…��人
　世帯数　��,���世帯（＋�世帯）
　※外国人登録者を含む
　（平成��年�月末日現在）

�������

�月��日納期限の

市民税・保険料などは

ありません。

ハッピー�
バースデー�

今月、満�歳になる子どもた
ちです。
これからも元気で大きくなっ
てね！

���������������� ���

��� �� �� �� �

�������������

★�月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（������）にご一報ください。（締切は�月��日）
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